
全
-
け
久
局
、
。
ル

第
四
十
四
巻

第
二
競

昭
和
六
十
年
九
月
設
行

唐
代
四
川
地
域
枇
舎
の
嬰
貌
と
そ
の
特
質

佐

J々
A
l
 

靖

彦

は

じ

め

に

一

唐
代
四
川
地
域
の
形
成
と
そ
の
諸
契
機

付

山

南

ル

l
ト
・

長
江
ル

l
ト
・

大
巴
ラ
イ
ン

同

四

川

内

陸

型

二

唐
代
田
川
地
域
の
軍
事
構
造
と
そ
の
基
礎

付
閲
結
丘
(
に
つ
い
て

同

自

衛
義
軍
型
藩
銀
に
つ

い
て

お

わ

り

に

- 1ー

t工

じ

め
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本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、
唐
代
に
お
け
る
四
川
地
域
社
舎
の
嬰
質
過
程
と
そ
の
特
質
で
あ
る
。

の
日
々
の
生
活
と
そ
れ
を
な
り
た
た
せ
る
社
舎
的
関
係
を
、
そ
れ
ら
が
展
開
す
る
生
き
た
。
場
。
に
お
い
て
把
え
る
黙
に
あ
る
と
云
え
よ
う
。

一
般
的
に
は
地
域
史
研
究
の
課
題
は
人
々
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中
園
前
近
代
史
に
お
け
る
地
域
史
研
究
、
ら
ま
た
こ
う
し
た
課
題
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
中
園
史
に
特
有
の
、

に
よ
っ
て
そ
れ
は
今
一
つ
の
重
要
な
課
題
を
捨
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ク
場
。
の
特
性

中
園
史
の
舞
蓋
は
ヨ

l
ロ
ザ
パ
史
の
舞
蓋
と
等
し
い
地
理
的
ひ
ろ
が
り
を
も
ち
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
吐
舎
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
多
数
の
民
族

か
ら
な
る
祉
舎
を
構
成
し
な
が
ら
、
秦
漢
以
来
、
現
代
中
園
に
至
る
ま
で

つ
い
に
民
族
園
家
の
分
立
を
持
績
的
特
性
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
の
中
園
、
が
一
つ
の
園
で
あ
る
と
い
う
一
見
自
明
の
事
買
の
中
に
は
重
大
な
問
題
が
か
く
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
故
ア

ジ
ア
大
陸
の
こ
の
贋
大
な
地
域
に
一
つ
の
園
が
成
立
し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
と
く
た
め
に
は
、
前
近
代
中
園
社
舎
に
お
け
る
再
生
産
構
造
H

祉
曾
的
分
業
の
全
健
的
配
置
、
の
認
識
と
い
う
課
題
が
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
こ
の
課
題
に
接
近
す
る
た
め
の
一
つ
の
試
み

ク
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
地
域
的
再
生
産
構
造
を
形
成
し
な
が
ら
も
、
他
の
地
域
的
再
生
産
構
造
な
ら
び
に
全
社
禽
的
再
生
産

と
し
て
、

構
造
と
の
聞
に
聞
か
れ
た
相
互
関
係
を
も
っ
地
域
。
と
い
う
概
念
を
設
定
し
、
こ
の
地
域
的
祉
曾
構
造
の
諸
要
素
の
連
闘
の
型
と
そ
の
饗
質
を

の
嬰
質
の
過
程
の
示
す
現
象
的
特
質
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
う
し
た
特
質
の
相
互
連
闘
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
と
い
う
質
謹
的
作
業
と
し
て
問
題

2 ー

問
題
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
細
部
に
い
た
る
明
確
な
理
論
的
枠
組
み
を
持
つ
に
至
ら
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
唐
代
田
川
地
域
社
禽
と
そ

を
追
求
し
て
い
る
。

唐
代
四
川
地
域
の
形
成
と
そ
の
諸
契
機

付

山
南
ル

1
ト
・
長
江
ル

l
ト
・
大
巴
ラ
イ
ン

中
園
史
の
特
質
を
、
地
域
的
再
生
産
構
造
と
全
社
舎
的
再
生
産
構
造
の
相
互
依
存
的
成
立
に
求
め
る
と
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
相
互
依
存
的

な
全
再
生
産
構
造
が
嬰
化
す
る
時
、
そ
の
契
機
は
地
方
と
中
央
そ
れ
ぞ
れ
の
麗
質
と
南
者
の
関
係
自
睡
の
饗
化
に
、
あ
る
い
は
地
方
と
嘗
一
該
地

方
外
の
諸
地
域
と
の
開
係
の
綿
製
化
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



本
章
に
お
い
て
は
唐
代
に
お
け
る
四
川
地
域
の
地
域
構
造
の
嬰
佑
と
そ
の
特
質
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
こ
の
よ
う
な
蟹
砧
が
外
的

要
因
と
の
相
互
関
係
の
中
で
準
行
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

(
1〉

最
初
に
検
討
の
題
材
と
す
る
の
は
唐
宋
期
の
四
川
の
州
別
戸
口
統
計
で
あ
る
。
史
料
の
性
格
上
、
問
題
追
求
の
焦
黙
を
、
ま
ず
州
ク
ラ
ス
で

の
地
域
的
構
造
の
饗
化
の
集
積
が
も
た
ら
す
四
川
社
舎
の
全
韓
的
地
域
構
造
の
嬰
化
と
い
う
問
題
に
し
ぼ
り
た
い
。
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
す

(
2〉

る
四
川
地
域
史
研
究
は
複
雑
な
制
約
と
と
も
に
極
め
て
多
方
面
に
わ
た
る
重
要
な
展
開
の
可
能
性
を
も
含
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
う
し
た

問
題
の
全
面
的
追
求
は
ひ
と
ま
ず
断
念
し
て
、
唐
宋
期
の
四
川
社
曾
の
地
域
的
構
造
饗
化
に
閲
す
る
最
も
基
本
的
な
問
題
に
の
み
限
っ
て
分
析

を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
示
す
の
は
、
唐
貞
翻
・
開
元
・
天
賓
、
宋
太
卒
輿
園
・
元
豊
の
各
時
期
の
、
戸
口
数
字
を
具
備
し
て
い
る
諸
州
の
州
別
戸
数
と
各
州
戸

数
が
そ
の
時
期
の
四
川
地
域
の
全
戸
敢
に
占
め
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
あ
る
(
〔
表

i
〕
〔
表

E
〕
〔
表
E
〕
〔
表
町
〕
)
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
各
州
の
各
時
期
に
お
け
る
四
川
地
域
内
で
の
比
重
の
饗
化
を
た
ど
る
と
、

- 3 ー

時
代
を
お
っ
て
生
れ
た
新
し
い
諸
州
に
つ
い
て
は
車
純
な
比
例
計
算
に
よ
っ
て
、
母
睦
と
な
っ
た
諸
州
の
戸
敢
に
加
え
て
い
る
。

(2) (1) 

ほ
ぼ
一
貫
し
て
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
減
少
し
て
い
る
諸
州
日
成
都
府
・
梓
州
・
剣
州
・
利
州
。

唐
初
貞
観
期
と
北
宋
元
豊
期
の
雨
期
に
ピ

l
ク
を
も
ち
、
な
ベ
底
型
の
傾
向
を
示
す
諸
州
H

高
州

・
忠
州
・

漁
州

・
櫨
州

・
戎
州
・
嘉

州
・
珂
州
・
綿
州
。

(3) 

ほ
ぼ
一
貫
し
て
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
増
加
し
て
い
る
諸
州
H

龍
州
・
輿
州
・
洋
州
・
開
州
・
施
州
。

の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
傾
向
性
を
示
す
数
字
群
と
し
て
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
地
域
的
人
口
比
重
の
分
布
の

上
に
各
地
域
の
吐
舎
関
係
の
タ
イ
プ
が
表
現
さ
れ
る
と
す
る
仮
設
に
立
っ
て
こ
れ
ら
の
傾
向
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
讃
み
と
る
た
め
に
、
こ
れ

ら
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
各
州
の
位
置
を
地
固
上
に
示
す
こ
と
に
す
る
(
闘

lvω
群
は
×
印
、

ω群
は
ム
印
、

ω群
は

O
印
で
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
州
の
地
理
的
分
布
の
傾
向
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
の
で
、
そ
の
現
象
的
特
性
か
ら

ωを
山
南
ル
l
ト
型
、

ωを
長
江
ル

205 
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〔表 1J 成都府路の各州戸散とその四川の全戸歓中でのパーセント

貞 観 関 フ巳 天 費 太卒興園 7c 堕

エE 15886 2.43% 。 13052 l. 47% 42107 3.66% 38497 3.76% 80130 4.18% 。

金(1)
。

117889 18. 0111 279692 3l. 53 11 
企

342454 29.7411 231228 22.6111 397982 20.77グ

陵 17441 2.66グ. 17955 2.0211 
。

34728 3.0211 25507 2.4911 47328 2.4711 

眉 360095.508 4S 
。

42836 4.8311 43529 3.7811 62923 6.1511 76129 3.9711 

E置
1 。 . 

10362 l. 58グ 6589 0.7411 10892 0.9511 12561 1.23か 22987 l. 2011 

Z立 3386 0.52グ。
b 

2540 0.2911 2510 0.2211 326 0.0311 557 0.03グ

企

姦 25085 3.83グ。 22912 2.5811 34289 2.9811 28898 2.8311 70546 3.6811 

^ 。
繍(2) 13805 2.111/ 20223 2.2811 23066 2.0011 33664 3.29グ 67539 3.52グ

43904 6.7111 。
a込

綿 51480 5.8011 65066 5.65グ 37716 3.6911 123149 6.4211 

a与

598641 51. 99グ。283767 43.3411 457279 51. 54 11 471320 46.0911 886347 46. 24グ

総 ~1 654715 887184 1151432 1022712 1916851 

*最高のパーセンテージの数字の右肩にO印を，次位の数字の右肩にど〉印を付した。以下同じ。

〔表llJ 梓州路の各州戸敏とその四川の全戸数中でのパーセント

貞 観 開 7c 天 費 フE E型

戎(3) 6789 1.04% 。 6787 0.77% 4359 0.38% 5263 0.51% 17019 O.89J詰企

果(4) 13510 2.0611 (413∞) 4.6611 。 33604 2.9211 37125 3.6311 60842 3.171/ 。

。 . 
梓 45929 7.02グ 15478 1.7411 61824 5.3711 63785 6.2411 81171 4.2311 

。 4色

i盆 12977 l. 98グ 37377 4.2111 35632 3.ωρ 38681 3.7811 51187 2.67グ

。 企

渠(4) 9726 l. 4911 (90∞) 1.0111 9957 0.86グ 29034 2.8411 29228 1. 52 11 

。 ^ 合(4) 14934 2.2811 20067 2.2611 66814 5.8011 35762 3.5011 50802 2.6511 

。 ^ 
資(5) 29347 4.48グ 18522 2.0911 29635 2.57グ 23142 2.2611 45209 2.3611 

。 & 

普(6) 25840 3.95グ 32608 3.6811 25693 2.23グ 16823 l. 64 11 35244 1. 841/ 

企

24028 2.3511 。祭(5) 12262 l. 87 11 4707 0.5311 5639 0.49グ 22409 1. 17 11 

。
^ 

誼(5X6) 19116 2.92グ 16807 1. 8911 16594 1. 4411 6775 0.6611 51992 2.7111 

。
202653 22.8411 I 289751 25. 1611 I 294013 28.7511 。Z十 190428 29.09グ

軍邑 計 654715 887184 11151432 1 10227~ 1916851 

- 4 ー
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[表illJ利州路の各州戸数とその四川全戸数中でのパーセント

貞 観 開 フE 天 資 盟

文 1908 0.29% 1769 0.20% 1908 0.179百 6451 0.63% 。 12108 0.63% 

。 企

興元(7X8) 6625 1. 01グ 37400 4.2211 37470 3.251/ 23177 2.27グ 64069 3.34グ

36714 5.601/ 。
. 

愈l 13976 1. 581/ 23510 2.041/ 15840 1. 56グ 28245 1. 47グ

38949 5.951/ 。
. 

関 18200 2.051/ 29588 2. 57 11 33980 3.32グ 44237 2.311/ 

企 . 
洋 2226 0.34グ 18889 2.13グ 23849 2.071/ 11100 1. 0911 59297 3.09グ

。 a与

蓬 9268 1. 421/ 15576 1. 76グ 15576 1. 351/ 22200 2.171/ 35808 1. 87 1/ 

. 企

巴(8) 13551 2.071/ 46939 5.291/ 47931 4.161/ 18376 1. 80 1/ 31866 1. 66か

. 。
1017 0.161/ 919 0.10グ 2992 0.261/ 1532 0.151/ 15222 0.7911 

9628 1. 47 1/ 。
. 

利 11881 1. 34か 13910 1. 211/ 9709 0.951/ 22179 1. 161/ 

企 。
奥 1225 0.191/ 2049 0.231/ 2224 0.19グ 4759 0.471/ 13244 0.691/ 

3十 121111 18.50グ 167598 18.891/ 197958 17. 19グ 147124 14.391/ 32627517.021/ 

総 計 I65471 1022712 1916851 

C1<IVJ 費州路の各汁|戸数とその四川全戸数中でのパーセント

貞 観 関 フE 天 費 太卒奥園 フE 盟

要(9) 7830 1.20% 15900 1. 79% 。 15620 1. 36% 17449 1. 71% 企 28921 1. 51% . 。
施。4 2312 0.35グ 3476 0.391/ 4241 0.3711 4241 0.411/ 19104 1. 0011 . 。
開 2122 0.32グ 5660 0.64グ 5660 0.491/ 11545. 1. 13 1/ 25000 1. 301/ 

忠
企

35850 1. 87 11 。8319 1. 27グ 6722 0.761/ 6722 0.581/ 18690 1. 83グ

寓0由
. 

32832 1. 71グ。5396 0.8211 5100 0.5711 5179 0.45グ 7253 0.7111 

警生 5913 0.90グ。
企

3963 0.4511 4270 0.3711 3783 0.371/ 2848 0.151/ 

漁(5)
d主

49482 2. 58 11 。12710 1. 94グ 5962 0.67グ 6995 0.61グ 22255 2.18か

治(1~
. 

12048 1.181/ 。6909 1. 061/ 6909 0.781/ 9400 0.8211 18448 0.9611 

達ω a与

46641 2.431/ 。7898 1. 21グ 5962 0.671/ 6995 0.611/ 12991 1. 2711 

百十 59409 9.071/ 59654 6. 72 11 65082 5. 65 11 110255 10.781/ 259126 13. 52 11 

総計 654715 887184 1151432 1022712 1916851 

-5-
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施
。

{羊
。

興

施、

7
I怖
い

す

、
、
、
t

、、

x印:山南ノレート型

企印長江ノレート型

。印:大巴ライン型

〔園1) 

ー
ト
型
、

ωを
大
巴
ラ
イ
ン
型
と
名
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
三
つ
の
パ

タ
ー
ン
の
う
ち
事
柄
の
示
す
性
格
が
最
も

は
っ
き
り
と
し
て
い
る
の
は

ωの
大
巴
ラ
イ
ン
型
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
型
を
識
別
し
た
根
擦
は
各
州
の
戸
数
の
比
率
の

相
射
的
増
減
に
あ
る
が
こ
の
時
期
全
世
を
通
じ
て
四
川
地

域
の
戸
口
数
字
は
基
本
的
に
は
常
に
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
か

ら、

ωの
地
域
で
は
相
劃
的
に
も
紐
調
的
に
も
一
貫
し
て
新

し
い
生
産
力
の
設
展
が
み
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

諸
州
は
中
原
と
四
川
中
心
部
と
の
聞
に
帯
朕
に
ひ
ろ
が
っ
て

- 6ー

お
り
、
そ
の
設
展
の
要
因
は
、
中
原
か
ら
の
影
響
H

新
技
術

の
導
入
・
人
口
の
流
入
・
商
品
経
済
の
護
展
等
で
あ
っ
た
と

推
測
で
き
る
。

し
か
し
こ
こ
で
い
う
大
巴
ラ
イ
ン
型
(
あ
る

い
は
中
原
接
線
型
〉
に
属
す
る
諸
州
は
多
く
が
小
州
で
あ
り
、

四
川
地
域
全
瞳
の
中
で
果
す
役
割
は
相
劉
的
に
は
大
き
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

長
江
ル

I
ト
型
諸
州
の
地
理
的
分
布
の
型
も
ま
た
極
め
て

明
瞭
で
あ
る
。
蔦
州
か
ら
盆
州
に
到
る
長
江
本
流
に
沿
う
諸

州
の
う
ち
、
こ
の
タ
イ
プ
の
数
字
を
示
さ
な
い
の
は
洛
州
と

眉
州
の
み
で
あ
る
。

浩
州
は
武
徳
元
年
三
ハ
一
八
〉
に
設
置



さ
れ
な
が
ら
貞
観
の
数
字
が
依
け
て
い
る
の
で
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
宋
代
の
ピ
1
ク
が
太
卒
輿
園
年
聞
に
ず
れ
て
い
る
以
外
は
長

江
ル

l
ト
型
に
似
て
い
る
の
で
準
長
江
ル

I
ト
型
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
し
、
眉
州
の
場
合
に
も
第
一
位
の
数
字
が
太
卒
輿
園
年
間
、
第

二
位
の
数
字
が
貞
観
年
聞
に
見
ら
れ
、
や
は
り
同
様
に
準
長
江
ル

l
ト
型
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
単
純
明
快
な
長
江
ル

l
ト
型
諸
州
の
地
理
的
分
布
は
、
同
グ
ル
ー
プ
の
諸
州
の
戸
数
比
率
の
嬰
化
を
も
た
ら
し
た
主
要
因
を
、

長
江
水
運
を
通
じ
て
の
筆
中
地
域
と
の
交
通
に
鯖
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
推
測
を
成
立
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
こ
の
同
一
の
要
因
が
、
唐
代
に
お
い
て
は
こ
の
地
域
の
人
口
比
重
の
相
封
的
減
少
を
も
た
ら
し
、
宋
代
に
は
逆
に
こ
の
地
域
の
人

日
比
重
の
相
射
的
増
加
を
も
た
ら
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

よ
り
詳
し
く
こ
れ
ら
の
諸
州
の
立
地
燦
件
を
検
討
す
る
と
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
嘗
時
未
だ
完
全
に
は
漢
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
少
数
民
族

の
居
住
地
域
で
あ
っ
た
雲
貴
高
原
の
北
縁
の
江
岸
に
立
地
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
州
の
州
域
内
に
も
相
嘗
教
の
少
数
民
族
民
が
居
住
し
て
い

た
こ
と
に
気
が
つ
く
。
唐
初
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
州
で
は
漢
族
の
居
住
に
逼
し
、
貫
際
に
漢
族
が
居
住
し
て
い
た
地
域
は
州
治
を
中
心
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と
す
る
相
嘗
に
局
限
さ
れ
た
ひ
ろ
が
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
賓
と
関
連
す
る
の
が
、
唐
代
の
戸
口
統
計
に
お
け
る
戸
口
算
定
の
規
準
の
問
題
で
あ
る
。
唐
代
の
戸
口
統
計
を
宋
代
の
そ
れ
と
比
較

す
る
と
き
一
見
し
て
明
ら
か
な
相
異
は
、
唐
代
に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
漢
族
が
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
贋
い
ひ
ろ
が
り
を
も
っ

た
周
漣
諸
少
数
民
族
居
住
地
域
の
戸
ロ
が
大
量
に
統
計
に
あ
ら
わ
れ
る
の
に
射
し
て
、
{
木
代
で
は
そ
れ
ら
が
一
切
き
り
す
て
ら
れ
て
い
る
黙
に

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
般
的
に
は
雨
王
朝
の
外
族
と
の
関
係
の
あ
り
方
の
相
異
に
起
因
す
る
が
、

四
川
周
漫
に
お
い
て
も
、

た
と
え
ば
神
功
二

年
(
六
九
八
)
五
月
八
日

挑
州
を
ふ
く
む
櫨
南
の
諸
州
を
慶
し
て
鶴
州
都
督
府
に
隷
せ
し
め
。
歳
時
朝
観
す
る
こ
と

こ
れ
を
蕃
園
に
同
じ
う
せ
ん
。
と
上
表
し
て
お
り
、
挑
州
が
皐
な
る
軍
事
基
地
に
す
ぎ
ず
、
櫨
州
の
諸
州
の
責
態
が
。
蕃
園
。
に
同
じ
で
あ
っ

(

3

)

 

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
唐
代
に
は
貫
質
的
に
は
こ
う
し
た
内
容
を
も
っ
諸
州
を
統
轄
す
る
矯
州
の
戸
口
も
ま
た
一
貫
し
て
相
嘗
敢
に
上

萄
州
刺
史
張
東
之
は
、

209 

る
記
録
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
問
題
を
長
江
ル

l
ト
に
属
す
る
諸
州
に
つ

い
て
見
る
と
太
平
費
宇
記
巻
七
十
九
戎
州
の
項
に
は
ク
唐
開
元
戸
四
千
五
百
、

皇
朝
管
戸
夷

す
べ
て

漢
主
客
都
五
千
二
百
六
十
五
φ

と
記
し
、
同
書
巻
八
十
八
の
櫨
州
の
項
に
は
ゥ
唐
開
元
戸

一
高
六
千
五
百
九
十
四
、

皇
朝
管
漢
戸
主
二
千
四
十

七
、
数
戸
二
千
四
百
一
十
五
タ
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
唐
開
元
戸
の
相
嘗
部
分
が
少
数
民
族
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
買

で
あ
る
が
、
問
題
は
挑
州
や
鰐
州
等
の
地
域
の
少
数
民
族
の
戸
籍
制
度
の
あ
り
方
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
唐
初
に
お
い
て
は
か
れ
ら
の

戸
籍

へ
の
登
録
は
単
に
形
式
的
な
も
の
に
止
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
唐
朝
の
戸
口
把
爆
の
特
質
を
念
頭
に
お
き
、

さ
ら
に
こ
の
長
江
ル

l
ト
の
南
港
に
は
未
だ
漢
化
さ
れ
な
い
少
数
民
族
の
居
住

地
域
で
あ
る
雲
貴
高
原
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
唐
初
か
ら
唐
中
期
に
か
け
て
の
こ
の
地
域
の
人
口
比
重
の
相
封
的
減
少
は
、

こ
の
時
期
こ
の
地
域
に
居
住
し
て
い
た
少
数
民
族
民
と
唐
朝
の
戸
口
掌
握
睦
制
と
の
聞
の
関
係
に
生
じ
た
饗
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
偲
説
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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す
で
に
松
井
秀
一
氏
は
、
そ
の
「
唐
代
前
中
十
期
の
四
川
|
l
律
令
制
支
配
と
豪
族
居
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
1
l
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
七
一
|

九
)
の
な
か
で
、
四
川
地
域
の
封
獄
族
戦
争
が
唐
の
高
祖

・
太
宗
の
二
代
に
集
中
的
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
、
ま
た
責
治
逼
鑑
巻
百
九

十
九
貞
翻
二
十
二
年
(
六
四
八
)
九
月
僚
に
、

高
句
麗
征
討
に
必
要
な
造
船
の
役
が
山
猿
に
及
ん
だ
こ
と
が
雅
・

耳

・
眉
三
州
の
猿
族
の
叛
飽
の

原
因
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
に
従
来
は
か
れ
ら
に
こ
う
し
た
揺
役
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

首
面
の
問
題
と
の
閲
連
で
言
え
ば
、
貞
観
十
三
年
の
戸
口
統
計
に
含
ま
れ
て
い
た
相
嘗
数
の
猿
族
は
戸
籍
に
は
登
録
さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
時
貼

で
は
傍
役
等
の
負
躍
は
課
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
底
に
あ
っ
た
の
は
、
南
北
朝
以
来
唐
初
に
至
る
ま
で
、
こ

の
地
域
の
獄
族
の
生
活
形
態
と
祉
曾
闘
係
が
、
漢
族
祉
舎
に
劃
し
て
一
定
の
濁
自
性
と
自
律
性
と
を
保
ち
つ
づ
け
て
い
た
と
い
う
事
買
で
あ
ろ

ぅ
。
高
租

・
太
宗
二
代
の
一
連
の
征
服
戟
争
を
通
じ
て
の
猿
族
社
舎
に
射
す
る
上
か
ら
の
統
制
の
枠
ぐ
み
が
ほ
ぼ
で
き
上
っ
た
の
が
貞
観
十
三

年
(
六
一一一
九
)
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
枠
組
み
が
寅
質
的
に
機
能
し
だ
し
た
結
果
、が
、
開
元

・
天
賓
の
戸
口
統
計
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
見
ら
れ
た
の
は
恐
ら
く
獄
族
の
漢
化
の
進
行
と
人
口
減
少
及
び
残
除
の
戸
口
の
戸
籍
制
度
か
ら
の
離
脱
へ
の
志
向
と
云
っ
た
諸
現
象
で



あ
っ
た
ろ
う
。
唐
初
か
ら
唐
中
期
に
か
け
て
の
こ
の
地
域
の
人
口
動
態
に
お
け
る
停
滞
は
、
猿
族
生
活
圏
の
縮
少
と
戸
口
減
少
、
及
び
そ
の
漢

人
あ
る
い
は
漢
化
し
つ
つ
あ
る
猿
族
の
侵
蝕
と
戸
口
増
大
と
い
う
相
反
し
た
動
向
の
徳
和
と
し
て
出
現
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
も
し
問
題

を
漢
人
の
立
場
か
ら
、
あ
る
い
は
漢
人
的
生
活
様
式
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
長
江
ル

l
ト
型
諸
州
に
み
ら
れ
た
の
は
一
貫
し
た
護
展
過
程
で
あ

っ
た
。最後
に
、

ほ
ぼ
一
貫
し
て
戸
敷
の
比
重
の
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
山
南
ル

l
ト
型
諸
州
、
す
な
わ
ち
成
都
府
・
梓
州
・
剣
州
・
利
州
等
の
諸
州

を
と
り
あ
げ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
諸
州
を
単
純
に
山
南
ル

l
ト
型
す
な
わ
ち
停
滞
型
と
し
て
、
長
江
ル
I
ト
型
と
劉
置
す
る
こ
と
の
不
首
性
は
、

唐
宋
期
を
通
じ
て
の
こ
れ
ら
の
諸
州
の
も
つ
絶
封
的
比
重
の
高
さ
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
唐
宋
期
の
こ
れ
ら
の
諸
州
の
戸
口
の
動

き
を
見
れ
ば
、
山
南
ル

l
ト
は
唐
初
か
ら
北
宋
中
期
に
至
る
四
百
数
十
年
の
聞
に
、
長
江
ル
l
ト
と
の
劃
比
で
云
え
ば
徐
々
に
そ
の
重
要
性
を

低
下
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
紹
封
的
に
は
ま
す
ま
す
そ
の
致
果
を
た
か
め
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
州
と
交
通
ル
I
ト
と
の
閲
係
は
長
江
ル

l
ト
の
場
合
ほ
ど
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
唐
初
に
お
け
る
盆
・
梓
・
利
・
剣
等
の
諸
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州
の
戸
口
比
重
の
高
さ
は
、
こ
れ
ら
の
諸
州
の
農
業
面
に
お
け
る
立
地
僚
件
そ
の
も
の
に
お
け
る
優
位
性
に
も
と
づ
い
て
い
た
と
云
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
諸
州
が
占
め
る
農
業
経
済
上
の
優
位
性
に
割
腹
し
て
四
川
地
域
内
の
諸
吐
舎
開
係
及
び
交
通
関
係
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
州

を
散
在
す
る
複
数
の
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
と
云
え
よ
う
。
ま
ず
、
金
州

・
梓
州

・
利
州
・

創
州
等
の
諸
州
の
繁
栄
が
あ
り
、

つ
レ
で

こ
れ
ら
の
諸
州
を
結
節
艶
と
し
て
地
域
内
の
交
通
網
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

唐
-
初
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
紋
況
は
、

四
川
地
域
南
部
の
少
数
民
族
社
曾
の
漢
化
と
、
唐
宋
期
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
長
江
中
下
流
地
域
の
経

済
的
比
重
の
相
関
的
・
組
制
到
的
高
ま
り
と
い
う
二
つ
の
要
因
の
結
び
つ
き
の
中
で
嬰
化
を
と
げ
て
い
っ
た
。

い
い
か
え
れ
ば
そ
れ
は
山
南
ル
l

ト
・
大
巴
ラ
イ
ン
・
長
江
ル

l
ト
の
三
者
を
ひ
っ
く
る
め
て
の
外
部
地
域
と
の
交
通
の
増
大
と
紐
射
的
人
口
増
加
お
よ
び
、
後
二
者
に
お
け
る

相
劉
的
人
口
比
重
の
増
加
と
い
う
形
を
と
っ
て
、

四
川
地
域
内
の
交
通
関
係
と
地
域
性
を
襲
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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に)

四

川

内

陸

型

前
節
で
は
四
川
地
域
諸
州
の
相
劃
的
人
口
比
重
の
鑓
化
の
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
地
理
的
分
布
朕
況
の
検
討
を
、
通
じ
て
、
山
南
ル
l
ト
型

・
長
江

ル
l
ト
型
・
大
巴
ラ
イ
ン
型
の
三
つ
の
タ
イ
プ
を
識
別
し
た
。
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
タ
イ
プ
の
定
立
が
一
意
味
を
も
っ
と
す
れ
ば
、
蔑
さ
れ
た
地

域
は
人
口
比
重
の
貼
か
ら
言
え
ば
唐
末
宋
初
に
ピ

l
ク
を
も
っ
山
型
、
地
域
的
に
は
長
江

・
山
南
雨
ル

l
ト
と
大
巴
ラ
イ
ン
と
に
か
こ
ま
れ
た

四
川
盆
地
内
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
第
四
の
タ
イ
プ
(
暫
定
的
に
四
川
内
陸
型
と
呼
稽
す
る
)

の
設
定
も
ま
た
有
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
唐
末
宋
初
に
ピ

l
ク
を
も
っ
と
い
う
こ
の
地
域
の
人
口
比
重
の
特
異
な
動
向
は
、
戸
口
統
計

の
分
析
の
み
に
よ
っ
て
は
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
文
献
史
料
の
分
析
を
中
心
に
こ
の
問
題
に

接
近
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
こ
に
い
う
四
川
内
陸
型
地
域
の
祉
禽
欣
況
に
つ
い
て
、
最
も
早
期
に
、
そ
し
て
包
括
的
な
誼
言
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
、
陳
子
昂
の
陳
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伯
玉
文
集
巻
八
に
の
せ
る
有
名
な
ク
上
局
川
安
危
事
三
憾
。
の
第
二
僚
で
あ
る
。

今
、
諸
州
の
逃
走
戸
三
高
除
有
り
、

蓬

・
渠

・
果

・
合

・
遼
等
の
州
の
山
林
の
中
に

在
り
て
州
豚
に
属
せ
ず
。

れ
、
徴
敏
脇
役
し
て
皆
闘
用
を
容
る
。
其
の
中
、
遊
手
惰
業
亡
命
の
徒
、
結
び
て
光
火
の
大
賊
と
な
り
、
林
険
に
依
湿
し
て
其
の
中
に
出
来

土
豪
大
族
阿
隠
相
い
容

穴
す
。
若
し
甲
兵
を
以
っ
て
こ
れ
を
捕
う
れ
ば
則
ち
山
谷
に
鳥
散
し
、
如
し
州
鯨
怠
慢
な
れ
ば
則
ち
劫
殺
公
行
す
。
比
来
訪
問
す
る
に
、

人
有
り
て
其
の
中
に
読
逃
(
腕
逃
0
・)
ず
る
者
、
城
を
攻
め
鯨
を
劫
か
し
、
徒
衆
日
に
多
し
。

こ
の
上
言
の
末
尾
に
は
、
聖
暦
元
年
(
六
九
八
〉
五
月
十
四
日
の
目
附
け
が
蔑
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
上
言
が

七
世
紀
末
の
こ
の
地
域
の
吐

禽
朕
況
を
侍
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
陳
子
昂
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
蓬
・

渠

・
果

・
合

・
途
等
の
州
の
山
林
中
に
は
三
蔦
除
戸
と
い
う

多
数
の
逃
亡
戸
が
逃
げ
こ
ん
で
お
り
、
か
れ
ら
は
あ
る
い
は
土
豪
大
族
の
下
に
身
を
ょ
せ
、
あ
る
い
は
自
ら
光
火
の
大
賊
と
な
っ
て
園
家
の
掌

握
を
の
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
な
朕
況
は
従
来
、

四
川
に
お
け
る
律
令
瞳
制
の
饗
質
・
崩
壊
と
い
う
普
遍
的
傾
向
を
あ
ら
わ
す
一
例
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き

た
。
こ
こ
に
い
う
四
川
に
お
け
る
律
令
瞳
制
そ
の
も
の
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
別
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
こ

の
地
域
の
こ
の
よ
う
な
朕
況
が
、
唐
代
的
鐙
制
の
饗
質
の
過
程
で
生
じ
た
こ
と
に
は
間
違
い
は
な
い
が
、
本
節
で
は
こ
の
問
題
を
何
よ
り
ま
ず

こ
の
地
域
の
特
殊
性
を
表
現
す
る
も
の
と
把
え
る
立
場
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。
農
民
の
逃
亡
が
こ
の
時
期
一
般
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
再
び
一
定
の
祉
舎
閥
係
に
吸
牧
す
る
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
陳
子
昂
の
護
言
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
事
買
は
、
嘗
時
の
四
川
地
域
の
新
設
鰐
に
つ
い
て
の
元
和
郡
勝
国
志
と
太
卒
嚢
字
記

の
記
事
の
中
で
、
具
瞳
的
に
鯨
の
新
置
の
理
由
に
ふ
れ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
逆
に
こ
の
地
域
で
と
り
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
な
理
由
を
明
記
し
た
新
置
鯨
は
四
川
の
他
の
地
域
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
と
い
う
事
貫
で
あ
る
。

ま
ず
元
和
郡
勝
園
志
巻
三
十
三
に
は
、
長
安
四
年
ハ
七
O
四
〉
の
合
州
銅
梁
懸
の
設
置
に
つ
い
て
、

と
あ
る
。

こ
の
時
銅
梁
鯨
の
置
か
れ
た
地
は
の
ち
乾
元
元
年
(
七
五
八
〉
に
新
置
せ
ら
れ
た
昌
州
大
足
癖
と
接
し
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
大
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長
安
四
年
、
刺
史
陳
靖
一
意
、
大
足
に
川
僑
戸
輯
湊
す
る
を
以
っ
て
、
鯨
を
置
き
、
小
銅
梁
山
を
取
り
て
名
と
帰
す
。

足
の
名
で
も
っ
て
こ
の
地
域
を
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、

。
川
僑
戸
。
が
幅
湊
し
て
い
る
の
で
、
鯨
を
新
設
し
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

次
に
同
室
田
同
巻
の
漁
州
壁
山
鯨
の
項
に
は

本
と
江
津
首
内
需
巴
三
鯨
の
地
。

四
面
高
山
に
し
て
、
中
央
に
卒
田
あ
り
。
周
廻
は
約
そ
二
百
里
、
天
費
中
、
諸
州
の
逃
戸
多
く
此
に
投
じ

て
管
種
す
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
壁
山
鯨
の
新
設
の
時
期
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
太
卒
嚢
字
記
巻
百
三
十
六
の
同
州
同
鯨
の
僚
に
は
。
至
徳
二
年
此

に
於
て
師
怖
を
立
て
、

山
に
因
り
て
以
っ
て
名
づ
く
。
と
あ
っ
て
天
賓
の
直
後
の
至
徳
二
年
〈
七
五
七
〉
に
鯨
が
新
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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さ
き
に
あ
げ
た
銅
梁
鯨
の
南
に
は
合
州
巴
川
鯨
が
あ
り
、
こ
の
巴
川
勝
の
南
に
壁
山
鯨
が
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
巴
川
鯨
に
つ
い
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て
も
元
和
郡
豚
固
志
に
は
。
開
元
二
十
三
年
、
刺
史
孫
希
荘
奏
し
て
石
鏡
の
南
銅
梁
の
東
を
割
き
て
鯨
を
置
く
。φ

と
あ
っ
て
、

恐
ら
く
は
相

似
た
事
情
に
よ
っ
て
新
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
の
記
録
は
、
太
卒
賓
字
記
巷
百
四
十
の
壁
州
通
江
豚
の
項
に
み
ら
れ
る
。
壁
州
は
陳
子
昂
の
あ
げ
た
蓬
州
の
東
北
に
接
す
る
巴
州

と
統
合
分
裂
を
く
り
か
え
し
た
地
域
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
内
陸
型
に
入
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

唐
開
元
二
十
三
年
、
壁
州
三
豚
の
香
老
朕
論
す
ら
く
、
太
卒
の
曲
水

・
王
一
帽
の
部
界
は
、
東
南
の
か
た
逼
州
に
連
な
り
、
向
き
ご
ろ
よ
り

浮
遊
の
集
る
所
に
し
て
、
州
豚
理
む
る
に
便
な
ら
ず
。
請
う
ら
く
は
邑
を
置
き
就
き
て
以
っ
て
こ
れ
を
撫
せ
ん
と
。
こ
れ
に
由
り
て
敷
し

て
太
卒
耐
怖
を
置
き
、
因
り
て
か
の
太
卒
川
を
取
り
て
名
と
魚
す
。

こ
こ
で
も
。
浮
遊
。
の
流
入
に
酎
庭
す
る
た
め
に
新
鯨
が
た
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
ク
蓬
・
渠
・
果
・
合
・
途
。
等
の
州
に
大
量
の
逃
亡
戸
が
集
中
し
て
い
た
と
い
う
陳
子
昂
の
誼
言
が
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
、

こ
の
よ
う
な
事
態
は
そ
の
後
ま
す
ま
す
進
行
し
て
こ
の
地
域
に
多
く
の
新
設
鯨
を
生
む
に
至
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

逃
亡
戸
の
盗
賊
化
と
か
れ
ら
を
吸
牧
し
た
土
豪
大
族
の
成
長
と
い
う
陳
子
昂
の
指
摘
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

つ
づ
い
て
こ
れ
ら
の
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責
治
通
鑑
巻
二
百
四
十
九
の
大
中
五
年
(
八
五
一
)
多
十
月
僚
に
は
。
蓬
・
果
の
群
盗
、

が
あ
る
。
胡
三
省
は
こ
の
記
事
に
注
し
て
。
鶏
山
は
蓬
州
と
果
州
の
界
に
あ
る
。
群
盗
が
こ
こ
を
根
接
地
と
し
て
三
川
を
冠
略
し
て
い
る
と
い

う
言
い
方
か
ら
す
る
と
か
れ
ら
を
支
え
る
基
盤
は
甚
だ
贋
い
も
の
が
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
φ

と
の
べ
て
い
る
。
同
書
同
各
の
翌
大
中

鶏
山
に

依
阻
し
、

川
を
冠
略
す
。
と
い
う
記
事

六
年
(
八
五
二
〉
春
二
月
僚
で
は
か
れ
ら
は
。
巴
南
妖
賊
。
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
小
規
模
な
武
力
の
日
常
的
行
使
と
言
う
問
題
と
関
連
し
て
重
要
な
今
ひ
と
つ
の
要
因
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
少
数
民
族
社
舎
の

動
向
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
次
一
章一
で
再
び
た
ち
か
え
っ
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
山
南
ル

l
ト
・
大
巴
ラ
イ
ン
・
長

江
ル
l
ト
に
と
り
か
こ
ま
れ
た
か
れ
ら
が
、
す
で
に
四
川
周
園
の
未
だ
漢
化
さ
れ
な
い
諸
族
と
切
り
は
な
さ
れ
て
民
族
的
援
展
の
展
望
ナ
を
と
ざ

か
れ
ら
の
反
抗
も
ま
た
多
く
の
場
合
、
流
民
の
そ
れ
と
相
似
た
小
規
模
で
日
常
的

さ
れ
る
と
と
も
に
内
部
的
に
も
解
睦
過
程
に
入
っ
て
お
り
、



な
武
力
闘
争
と
し
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
。
時
期
的
に
は
や
や
下
る
が
、
九
園
志
巻
六
の
周
博
雅
俸
に
は
、
王

窃
の
功
臣
周
博
雅
す
な
わ
ち
周
序
が
、
王
建
に
劃
し
て
。
果

・
閏
二
州
は
地
奥
民
豪
。

と
し
て
利
州
を
捨
て
て
嘉
陵
江
に
沿
っ
て
下
り
、
果

州
・

間
州
を
と
る
よ
う
に
進
言
し
て
き
き
い
れ
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、

資
治
逼
鑑
巻
二
百
五
十
六
、

光
啓
三
年
(
八
八
七
)
三
月
後
で

は
、
こ
の
あ
と
王
建
が
。
漠
洞
の
歯
豪
を
召
募
し
、
衆
八
千
有
り
、

嘉
陵
江
に
沿
い
て
下
り
閲
州
を
襲
う
。

と
記
し
て
い
る
。
か
れ
ら
の
こ
の

戦
略
の
主
要
な
着
眼
貼
の
一
つ
が
少
数
民
族
の
曾
豪
の
召
募
に
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
民
族
的
紐
帯
を
失
な
い
こ
う
し
た
形
で

漢
人
軍
国
に
容
易
に
参
加
す
る
か
れ
ら
の
存
在
、
山
林
に
散
在
し
て
盗
賊
化
す
る
逃
亡
戸
、

を
抜
大
す
る
土
豪
勢
力
、

か
れ
ら
を
制
墜
し
あ
る
い
は
吸
牧
し
な
が
ら
勢
力

の
三
者
に
共
通
し
て
想
定
し
う
る
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、

せ
ま
い
範
園
で
の
不
安
定
な
日
常
的
武
装
力
の
行
使
で
あ
っ

た
。
か
れ
ら
の
結
合
の
基
礎
に
以
上
の
よ
う
な
献
況
が
あ
り
、

し
か
も
の
ち
に
み
る
よ
う
に
こ
の
地
域
で
は
州
豚
制
度
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
存
在

を
前
提
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
行
政
に
お
け
る
不
安
定
性
が
み
ら
れ
た
と
す
る
と
、
こ
こ
で
い
う
四
川
内
陸
型
護
展
の
パ
タ
ー
ン
は
か

唐
代
田
川
地
域
の
軍
事
構
造
と
そ
の
基
礎

- 13ー

な
り
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
と
諜
想
さ
れ
る
。

付

圏
結
兵
に
つ
い
て

奮
唐
書
巻
三
十
八
地
理
志
に
は
、
天
賓
の
こ
ろ
の
朕
態
を
俸
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
十
節
度
使
と
そ
の
兵
力
配
置
に
闘
す
る
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
剣
南
節
度
使
に
つ
い
て
。
固
結
営
は
、
成
都
府
内
に
在
り
、
兵
高
四
千
人
を
管
す
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の

九
節
度
使
の
場
合
に
安
西
節
度
使
の
み
ク
管
成
兵
二
高
四
千
人
々
と
あ
る
以
外
、
全
て
単
に
ク
管
兵
何
人
。
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
の
と
封
照

的
で
あ
る
。
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こ
の
圏
結
兵
の
制
度
は
、
そ
の
姿
を
か
え
な
が
ら
も
四
川
で
は
唐
末
ま
で
つ
づ
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
唐
末
の
他
地

(
日
)

域
で
は
圏
結
兵
の
数
は
つ
ね
に
官
健
の
そ
れ
を
こ
え
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
も
し
剣
南
節
度
使
の
兵
額
が
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圏
結
兵
の
み
か
ら
な
り
立
っ
て
い
た
と
す
る
と
そ
れ
は
極
め
て
特
異
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
こ
の
蓄
唐
書
地
理
志
の

記
事
は
こ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
理
解
し
が
た
い
内
容
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

『唐
書
兵
志
築
正
』
に
お
い
て
、
諸
史
料
を
網
羅
し
て
精
密
な
考
謹
を
行
っ
た
唐
長
南
氏
が
、

ゥ
諸
書
の
出
入
参
差
、
創
南
道
よ
り
甚
し
き

は
な
し
。
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
問
題
の
全
面
的
な
解
決
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
兵
額

の
問
題
に
か
ぎ
っ
て
検
討
し
た
い
。

奮
唐
書
以
外
に
も
奮
唐
書
と
ほ
ぼ
同
じ
記
事
は
資
治
通
鑑
巻
二
百
十
五

・
天
賓
元
年
正
月
僚
に
ひ
か
れ
て
お
り
、
少
し
く
系
統
の
こ
と
な
る

史
料
が
通
典
巻
百
七
十
二
州
郡
二
序
目
下
と
元
和
郡
牒
固
志
巻
三
十
一
成
都
府
の
項
に
ひ
か
れ
て
い
る
。
通
典
と
元
和
郡
鯨
園
志
と
を
比
較
す

る
と
、
前
者
に
。
通
化
郡
管
兵
三
百
人
。
の
一
僚
が
多
い
以
外
は
全
て
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
系
統
の
記
録
の
い
ず
れ
を
見
て
も
創
南
節
度
使
管
下
の
綿
兵
額
は
三
高
九
百
人
、
成
都
圏
結
替
の
丘
一
額
は
一
高
四
千
人
と
な
っ

て
い
る
が

後
者
に
他
の
州
郡
の
丘
一
額
を
加
え
て
え
ら
れ
る
数
字
は
奮
志
の
場
合
に
は
三
高
五
千
五
百
、

元
和
志
の
場
合
に
は
三
高
四
千
六
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百
、
通
典
の
場
合
に
は
三
蔦
四
千
九
百
と
な
っ
て

い
ず
れ
も
総
兵
額
と
一
致
し
な
い
。

す
で
に
松
井
秀
一
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
創
南
以
外
の
他
の
九
節
度
使
の
場
合
に
は
こ
の
二
つ
の
数
字
が
一
致
す
る
の
が
原
則
の

(
4〉

ょ
う
で
あ
る
の
で
、
創
南
節
度
使
の
場
合
に
は
雨
系
統
の
史
料
の
壁
方
に
誤
ま
り
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
創
南
節
度
以
外
の

九
節
度
に
お
い
て
は
極
め
て
少
数
の
例
外
を
の
ぞ
い
て
、
蓄
唐
書

・
元
和
郡
豚
園
志
と
も
に
本
文
の
地
名
と
注
の
地
名
の
配
列
の
順
序
が

一
致

し
て
い
る
の
に
到
し
て
剣
南
節
度
使
の
み
が
そ
う
で
な
い
の
で
、
こ
の
二
系
統
の
史
料
と
も
に
そ
の
ソ
l
ス
に
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

こ
で
こ
の
二
系
統
の
史
料
が
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な
る
規
準
年
の
兵
額
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
壁
方
に
誤
潟
そ
の
他
に
よ
る
あ
や
ま
り
が
あ
る
と

偲
定
し
て
、

お
互
い
の
く
い
ち
が
い
を
校
合
の
材
料
と
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
蓄
志
を
中
心
に
考
え
た
場
合
、
雨
者
の
最
大
の
く
い
ち
が
い
は
、
奮
志
が
悉
州
の
兵
額
を
五
千
と
記
し
て
い
る
の
に
劃
し
て
元
和
志
と

通
典
が
四
百
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
奮
志
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
悉
州
の
四
郊
の
首
・
翼
・
維
・
柘
の
諸
州
の
兵
額
は
い
ず
れ
も
五
百



訂
の
み
で
一
致
し
、

な
の
で
あ
る
か
ら
、
悉
州
の
兵
額
は
四
百
あ
る
い
は
五
百
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
悉
州
の
兵
額
が
四
百
で
あ
れ
ば
二
つ
の
数
字
は
こ
の
校

一
方
考
誼
は
省
略
す
る
が
、
元
和
志
を
中
心
に
考
え
て
も
割
に

五
百
で
あ
れ
ば
ど
こ
か
で
百
の
ち
が
い
が
出
る
に
止
る
。

(

5

)

 

ス
ム
ー
ス
な
校
訂
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
か
り
に
悉
州
の
兵
額
を
四
百
と
校
訂
し
て
え
ら
れ
た
蓄
志
の
兵
力
の
分
布
を
み
る

と
、
そ
れ
は
、

、Eノfk
 mω
成
都
西
北
方
百
五
十
回
前
後
の
西
山
地
帯
に
集
中
し
て
封
吐
蕃
防
衛
に
あ
た
る
諸
箪
H

七
千
五
百
人

/
l
¥
 

ω成
都
西
南
方
百
五
十
回
前
後
の
繋
州
・
雅
州
に
お
か
れ
南
詔
・
吐
蕃
の
防
衛
に
あ
た
る
諸
軍
H

千
四
百
人

ωω
の
さ
ら
に
南
方
六
百
J
七
百
回
の
慰問
州
・
戎
州
・
挑
州
の
三
州
に
散
在
し
て
南
詔
の
統
制
に
あ
た
る
諸
軍
H

八
千
人

成
都
圏
結
営
H

一
高
四
千
人

の
四
つ
の
部
分
に
た
が
い
に
切
り
は
な
さ
れ
て
集
中
的
に
設
営
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
兵
力
配
置
の
著
し
い
特
徴
は
成
都
圏
結
管
が
四
川
の
漢
人
居
住
地
域
全
域
を
通
じ
て
唯
一
の
正
規
兵
力
で
あ
る
こ
と
と
、
二
度
に
わ
た

- 15ー

る
南
詔
軍
の
成
都
攻
撃
の
ル
l
ト
に
あ
た
っ
た
察
州
・
雅
州
の
正
規
兵
力
が
極
め
て
僅
少
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
第
二
の
黙
か
ら
考
え
る
と
、
近
衛
本
唐
六
典
巻
五
に

察

・
雅
・
押
〈
原
注・

押
は
嘗
に
郊
に
作
る
ベ
し
)
・

翼

・
茂
の
五
州
に
は
鎮
防
圏
結
兵
あ
り
。

並
に
刺
史
を
領
て
(
原
注
目
領
は
蛍
に
令
に
作

る
ベ
し
)
自
ら
押
領
せ
し
む
。
若
し
須
ら
く
防
逼
す
ベ
く
ん
ば
、
即
ち
上
佐
及
び
武
官
を
以
っ
て
充
つ
。

、1
ノ

、

l
J

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

H
の

ωの
西
山
地
帯
に
属
す
る
翼
州
と
茂
州
お
よ
び
H
の

ωの
察
州
と
雅
州
な
ら
び
に
そ
の
近
過
の
耳
州
に
鎮
防

〆
t

、、

/
l

、、

圏
結
兵
が
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
開
元
七
年
(
七
一
九
)
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
四
川
の
軍
事
力
の
献
況
を
っ
た
え
る
も
の

と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
で
は
直
接
の
関
連
史
料
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
、
や
や
時
期
的
に
は
下
る
が
、
有
名
な
杜
工
部

集
巻
十
九
に
み
え
る
ク
東
西
南
川
読
。
の
分
析
か
ら
問
題
解
決
の
糸
口
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
す
る
。
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聞
く
な
ら
く
、
西
山
の
漢
兵
の
糧
を
食
す
る
者
は
、
皆
開
輔
山
東
の
勤
卒
に
し
て
、
多
く
河
曜
幽
朔
の
教
習
を
経
、
戦
争
に
慣
れ
、
人
々
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捻

ぽ

も

用
う
可
き
な
り
。
乗
て
尭
の
戦
う
に
堪
ゆ
る
子
弟
向
二
高
人
、
買
に
以
っ
て
漫
に
備
え
険
を
守
る
に
足
る
。
院
し
南
壁
侵
略
す
れ
ば
、
珂

あ
た

雅
の
子
弟
濁
り
に
て
は
制
す
る
能
わ
ざ
る
と
い
え
ど
も
、
但
に
漢
の
勤
卒
を
分
ち
て
こ
れ
を
助
く
れ
ば
、
撲
滅
せ
ん
に
も
足
ら
ず
。
是
れ

吐
蕃
の
恐
陵
、
本
よ
り
自
ら
支
う
に
足
る
な
り
。

い
う
と
こ
ろ
は
、
西
山
地
帯
(
す
な
わ
ち
本
節
に
言
う
∞

ωの
地
域
)
に
駐
屯
し
て
い
る
漢
人
四
千
人
は
、

の
勤
卒
で
あ
り
、
北
過
地
域
で
の
買
職
経
験
を
つ
ん
だ
古
強
者
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
開
中
か
ら
山
東
に
か
け
て

一
方
、
こ
の
地
域
に
は
二
蔦
人
近
い
尭
族
の
若
者
た
ち
が
お
り
、
過

境
防
衛
に
貢
献
し
て
い
る
。
南
蟹
が
侵
略
し
て
き
た
場
合
、
こ
の
耳

・
雅
地
方
に
す
む
美
族
の
若
者
だ
け
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
と
し
て
も
、
こ

し
て
み
れ
ば
、
吐
蕃
の
暴
逆
に
射
し
て
も
本
来

(

6

)

 

四
川
地
域
が
十
分
に
濁
力
で
削
到
底
で
き
る
僅
制
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

の
四
千
人
の
漢
人
の
勤
卒
を
分
遣
し
て
援
助
さ
せ
れ
ば
、
敵
軍
撃
退
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
。

こ
う
し
て
東
西
南
川
設
に
い
う
尭
子
弟
は
す
な
わ
ち
耳
雅
子
弟
で
あ
り
、
か
れ
ら
が
吐
蕃

・
南
詔
の
侵
入
に
劃
し
て
港
境
防
衛
の
軍
事
力
と

し
て
評
慣
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
か
れ
ら
こ
そ
が
六
典
に
い
う
鎖
防
園
結
兵
の
中
味
を
構
成
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

多
く
の
記
録
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
こ
の
時
期
の
繋
州
・
雅
州
の
地
域
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
莞
族
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
資
治
逼
鑑
巻

- 16ー

二
百
四
・
則
天
垂
扶
四
年
十
二
月
僚
の
陳
子
昂
の
上
言
に
。
雅
州
の
進
発
は
、
園
初
よ
り
以
来
未
だ
嘗
っ
て
盗
を
痛
さ
ず
。
と
い
う
よ
う
に
、

か
れ
ら
は
つ
ね
に
漢
族
に
協
力
的
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
自
身
の
祉
曾
的
結
合
は
嬰
質
、
過
程
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
漢
族
農
民
と
は
比
較
に
な
ら

ぬ
か
れ
ら
の
軍
事
的
結
集
カ
を
あ
て
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
こ
の
地
域
の
遜
境
防
衛
策
は
な
り
た
ち
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
六
典

に
こ
れ
ら
の
鎖
防
国
結
兵
の
指
揮
統
率
に
は
刺
史
が
あ
た
り
賀
職
に
際
し
て
は
上
佐
と
武
官
が
あ
た
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る

と
、
こ
れ
ら
の
諸
州
で
質
際
に
鎖
防
固
結
兵
の
指
揮
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
発
族
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

杜
甫
の
ク
東
西
雨
川
読
タ
で
言
及
さ
れ
た
耳
州
は
雅
州
・
饗
州
と
萄
州
・
成
都
と
の
聞
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
こ
で
の
発
族
の
漢
化
は

一
層

進
行
し
て
い
た
が
、
六
典
に
よ
れ
ば
や
は
り
銀
防
園
結
兵
が
お
か
れ
て
い
た
。
元
和
郡
豚
園
士
山
巻
三
十

一
に
は
、
珂
州
の
肢
況
に
つ
い
て
、

宋
及
び
宵
梁
は
郡
勝
を
置
か
ず
、
唯
だ
豪
家
の
能
く
狭
を
服
す
る
者
を
名
づ
け
て
保
主
と
掃
し
盆
州
に
総
属
す
。
梁
の
盆
州
刺
史
粛
範
、



蒲
水
口
に
於
て
柵
を
立
て
て
城
と
魚
し
、
以
っ
て
生
猿
に
備
え
名
づ
け
て
蒲
口
頓
と
震
す
。
武
陵
王
嵩
綱
紀
、
蒲
口
頓
に
於
て
改
め
て
河
川

を
置
く
。

と
あ
っ
て
宋
・
宵
・
梁
の
こ
ろ
、
こ
の
地
域
が
生
猿
と
熟
猿
と
の
接
黙
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
、
一
定
程
度
漢
化
し
た
熟
猿
の
有
力
者
た
ち
が
、

盆
州
と
の
聞
に
一
種
の
覇
燦
的
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

雅
・
繋
)
等
の
十
六
郡
に
つ
い
て
'

つ
づ
い
て
惰
書
巻
二
十
九
に
、
局
郡
、
臨
耳
〈
唐
代
の
邦
・

其
れ
遁
野
の
富
人
は
多
く
山
津
を
規
固
し
、
財
物
を
以
っ
て
夷
猿
を
雄
役
す
。
故
に
軽
が
る
し
く
姦
臓
を
魚
し
、
擢
は
州
鯨
を
傾
く
。

と
あ
る
。
か
れ
ら
こ
そ
が
南
北
朝
時
代
の
保
主
の
後
身
で
あ
ろ
う
。

一
般
的
に
云
っ
て
漢
族
社
舎
と
少
数
民
族
社
舎
の
接
黙
に
位
置
し
て
い
る

少
数
民
族
の
漢
化
過
程
は
ほ
ぼ
二
つ
の
段
階
を
経
過
す
る
。
第
一
段
階
で
は
か
れ
ら
は
そ
の
有
力
者
の
下
に
組
織
さ
れ
有
力
者
の
一
定
の
統
制

を
う
け
な
が
ら
漢
化
が
準
行
す
る
。
有
力
者
は
少
数
民
族
社
曾
の
祉
舎
的
紐
帯
を
利
用
し
な
が
ら
自
ら
の
勢
力
を
伸
長
さ
せ
軍
事
的
指
導
者
と

し
て
漢
族
政
権
も
し
く
は
漢
族
行
政
機
構
と
の
聞
に
も
ち
つ
も
た
れ
つ
の
関
係
を
結
ぶ
。
少
数
民
族
の
祉
曾
的
結
合
の
代
表
者
と
し
て
の
、
漢

族
祉
曾
の
先
進
的
な
文
明
の
導
入
を
先
導
す
る
も
の
と
し
て
の
、
か
れ
ら
の
二
重
の
立
場
が
そ
の
勢
力
強
化
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

- 17ー

か
れ
ら
の
漢
化
が
よ
り
一
一
層
進
行
し
た
段
階
で
は
、

か
れ
ら
の
立
場
の
こ
の
よ
う
な
公
的
要
素
は
失
な
わ
れ
て
ゆ
く
。
か
れ
の
支
配
力
の
基
礎

と
し
て
の
少
数
民
族
自
身
の
祉
曾
関
係
は
崩
壊
し
、
漢
族
文
明
の
影
響
は
個
々
の
民
族
員
に
直
接
に
作
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
段
階
で
出

(
7〉

現
す
る
の
が
、
惰
書
に
。
財
物
を
以
っ
て
夷
療
を
雄
役
す
る
んγ

と
表
現
さ
れ
た
富
人
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
朕
況
誼
援
か
ら
み
て
、
唐
代
の
豪

州
と
雅
州
と
は
第
一
の
段
階
に
、
部
州
は
第
二
の
段
階
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

南
詔
進
入
の
要
衝
で
あ
っ
た
繋
州
・
雅
州
の
地
方
に
わ
ず
か
千
四
百
人
の
正
規
兵
し
か
配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
地
域
に
二
蔦

人
に
近
い
莞
族
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
鋸
防
圏
結
兵
す
な
わ
ち
繋
雅
子
弟
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

¥
l
ノ

¥
h
ノ

こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
端
緒
形
態
は

Hω
の
西
山
地
帯
に
も
み
ら
れ
る
。
六
典
に
い
う
翼
茂
の
二
州
は

Hω
の
西
山
の
中
心
部
分
で
あ

〆
zt
、
、

〆

{
¥

る
が
、
元
和
郡
鯨
園
志
巻
三
十
二
の
嘗
州
の
項
に
は
。
貞
観
二
十
一
年
、
松
州
通
軌
鯨
を
割
き
て
、
首
州
を
置
き
、
仰
っ
て
美
の
首
領
を
以
つ
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て
刺
史
と
爵
す
。
と
あ
っ
て
、
西
山
の
一
部
の
嘗
州
で
は
莞
族
の
首
領
が
刺
史
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
陳
子
昂
の
陳
伯
玉
文
集
巻
八
ク
上

窃
川
安
危
事
三
練
。
の
第

一
僚
に
、

臣
伏
し
て
四
月
三
十
日
の
放
を
見
る
に
、
同
昌
軍
を
贋
せ
ら
れ
、
萄
川
の
百
姓
、
毎
年
〈
原
文
u
見
〉
五
十
寓
丁
の
運
糧
を
菟
れ
、
質
に

大
い
に
蘇
息
す
。
然
れ
ど
も
、
松

・
茂
等
の
州
の
諸
莞
首
領
は
二
十
年
来
此
の
軍
の
財
吊
糧
鮪
を
利
得
し
以
っ
て
己
を
富
ま
し
め
屋
を
潤

す
。
今

一
旦
停
厳
し
其
の
大
利
を
失
な
わ
ば
必
ら
ず
是
れ
生
尭
を
勾
引
し
詐
り
て
警
固
を
作
し
、
以
っ
て
茂
翼
等
の
州
を
恐
勤
し、

復
た

園
家
を
し
て
徴
兵
鎮
守
せ
し
め
ん
。

と
あ
っ
て
、

西
山
の
軍
事
基
地
は
こ
の
時
漢
人
の
兵
募
と
発
族
刺
史
に
統
轄
さ
れ
る
美
族
の
鎮
防
園
結
兵
と
か
ら
な
り
、
主
族
首
領
は
こ
の
シ

ス
テ
ム
か
ら
莫
大
な
利
盆
を
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
後
二
度
に
わ
た
る
南
詔
軍
の
成
都
進
攻
と
関
連
し
て
再
び
か
れ
ら
尭
族
の
首
領
の
姿
を
史
乗
に
見
出
す
こ
と
に
な
る
。

- 18ー

を
恐太
慌和
朕三
態年

迫ろ
と、五

E士
喜月
h 、

正西
議出
EEE 
日豊
溢佳
境冗
穎
防止 の
E 無
阻旦 会包

塑 T
iヰ曹
辛民 高容

若手
告余 よ
~ イコ

定て
J ひ
さき
せお
たこ
。さ

れ
た

南
詔
の
準
攻
と
成
都
陥
落
は
地
域
住
民

唐
朝
の
四
川
防
衛
鐙
制
の
再
建
は
翌
太
和
四
年
(
八
三

O
)
十
月
、
李
徳
裕
が
西
川
節
度
使
と
し
て
赴
任
し
た
と
き
に
は
じ
ま
る
。

こ
の
時
、
李
徳
裕
が
と
っ
た
軍
事
力
再
構
築
策
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の

一
部
で
あ
る
雄
遊
子

(
8
)
 

弟
の
み
に
議
論
の
焦
貼
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
雄
法
子
弟
を
李
徳
裕
の
政
策
全
世
の
中
で
位
置
づ
け
な
お
し、

そ
こ
か
ら
雄

法
子
弟
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
通
説
と
は
こ
と
な
っ
た
見
解
を
提
示
し
た
い
。

ま
ず
、
雄
港
子
弟
に
つ
い
て
の
基
本
的
史
料
と
し
て
新
唐
書
巻
百
八
十
の
李
徳
裕
俸
を
検
討
し
よ
う
。

た

ω伏
療
の
蓄
猿
と
州
丘
(
の
戦
い
に
任
え
る
者
を
料
揮
し
、

狩
毒
什
の
三
四
を
底
遣
す
る
も
士
敢
え
て
怨
む
無
し
。

ω叉
甲
丘
ハ
を
安
定
に
、

弓
人
を
河
中
に
、
湾
人
を
新
西
に
請
う
。
是
れ
に
繰
り
局
の
器
械
皆
犀
鋭
た
り
。

ω率
と
し
て
戸
二
百
に
一
人
を
取
り
、

戦
い
に
習
わ
し

ゆ

る

っ

か

め
貸
し
て
事
う
勿
か
ら
し
め
、
緩
な
れ
ば
農
、
急
な
れ
ば
戦
、
こ
れ
を
雄
遁
子
弟
と
謂
う
。

ω其
の
精
兵
は
南
燕
保
義
・
保
恵
、
南
河
募



義
、
左
右
連
湾
と
日
い
、
騎
士
は
飛
星
、
驚
撃
、
奇
鋒
、
流
電
、
霊
撃
、
突
騎
と
日
う
。
総
て
十
一
軍
。

松
井
秀
一
氏
は
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
雄
逸
子
弟
を
李
徳
裕
の
四
川
兵
力
再
建
の
中
一
核
を
な
す
精
兵
で
あ
り
、
屯
田
兵
的
性
格
を
も
つ
も
の

(
8〉

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

内
容
面
か
ら
み
て
、
松
井
氏
の
こ
の
見
解
に
疑
問
を
な
げ
か
け
る
の
は
。
率
と
し
て
戸
二
百
に
一
人
を
取
る
。
と
い
う
簡
貼
の
比
率
で
あ

る
。
李
徳
裕
が
こ
の
方
式
を
採
用
し
た
の
は
、
太
和
四
年
(
八
三
O
)
J
五
年
(
八
一
一
一
一
〉
の
聞
で
あ
る
が
、
こ
の
少
し
前
の
元
和
八
年
(
八
一

〈

9
〉

=
一
)
に
成
っ
た
元
和
郡
勝
圃
志
に
よ
る
と
、

こ
の
と
き
西
川
節
度
使
に
属
し
て
い
た
全
戸
口
は
総
計
十
五
寓
九
千
八
百
六
十
戸
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
時
期
の
西
川
節
度
使
に
そ
の
管
轄
下
の
全
て
の
州
か
ら
兵
士
を
簡
貼
す
る
力
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
た
と
え
そ
れ
が
可
能
で
あ

っ
て
も
、
十
五
高
九
千
八
百
六
十
戸
か
ら
二
百
戸
に
一
人
の
割
で
簡
貼
す
る
と
そ
の
数
は
七
九
二
人
と
な
る
。
十
一
軍
の
精
兵
を
編
成
す
る
に

足
ら
な
い
敷
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
雄
溢
子
弟
と
精
軍
と
は
別
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
雄
漫
子
弟
が
何
者
で
あ
っ
た
か
を
示
唆
す
る
史
料
が
資
治
通
鑑
巻
二
百
二
十
四
、

太
和
四
年
〈
八
三
O
〉
多
十
月
戊
申
僚
に
ひ
く
李
徳

-19 -

裕
の
上
言
で
あ
る
。

上
、
李
徳
裕
に
命
じ
て
清
渓
闘
を
修
塞
し
以
っ

て
南
詔
の
入
定
の
路
を
断
た
し
む
。
或
は
土
無
け
れ
ば
石
を
以
っ
て
墨
せ
し
む
。
徳
俗
上

お

そ

あ

た

り

言
す
ら
く
、
盛
に
通
ず
る
の
細
路
は
至
り
て
多
く
塞
ぐ
可
か
ら
ず
。
惟
だ
重
兵
も
て
鎮
守
す
れ
ば
農
れ
無
き
を
保
せ
ん
。
但
だ
繁
雅
以
来

に
寓
人
を
得
、
成
都
に
南
高
人
を
得
て
精
し
く
訓
練
を
加
う
れ
ば
則
ち
蟹
敢
え
て
動
か
ざ
る
な
り
。

こ
こ
で
李
徳
裕
は
察
雅
の
あ
た
り
で
一
高
人
、
成
都
で
二
蔦
人
の
兵
力
を
組
織
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
る
。
元
和
郡
瞬
間
志
に
記
録
さ
れ

た
饗
州
の
戸
口
は
三
百
三
十
八
、
雅
州
の
そ
れ
は
千
四
百
五
十
三
で
あ
っ
て
、
と
て
も
こ
の
よ
う
な
要
請
に
こ
た
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
杜
甫
の
。
東
西
南
川
読
ψ

で
言
及
さ
れ
た
二
寓
人
近
い
尭
族
の
珂
雅
子
弟
の
存
在
で
あ
る
。
元
和
郡
豚
園
志
に
記

さ
れ
た
戸
口
は
唐
朝
の
雨
税
牧
奪
に
服
す
べ
き
漢
族
の
戸
口
で
あ
り
、
こ
の
地
域
で
は
漢
族
・
美
族
を
ふ
く
む
多
数
の
人
口
が
、
唐
朝
の
直
接

支
配
に
は
服
さ
な
い
形
で
し
か
も
唐
朝
の
支
配
置
制
と
一
定
の
つ
な
が
り
を
も
ち
な
が
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

221 



222 

か
。
李
徳
裕
が
ム
γ

繁
雅
以
来
。
で
動
員
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
は
こ
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
。
二
百
戸
に
一
人
と
い
う
簡
賠
率
は
こ
れ
ら

察
雅
地
域
の
一
高
人
の
中
か
ら
五
十
人
の
指
導
的
ス
タ
ヅ
フ
を
選
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

。
戦
い
に
習
わ
し
め
、
貸
し

て
事
う
勿
く
、
綾
な
れ
ば
農
、
急
な
れ
ば
戦
。
と
い
う
雄
法
子
弟
に
劃
す
る
規
定
は
、
進
境
防
衛
へ
の
参
加
と
ひ
き
か
え
に
、

か
れ
ら
に
封
す

る
一
切
の
負
携
を
兎
除
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
精
兵
と
雄
港
子
弟
と
が
別
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
み
れ
ば
前
引
の
李
徳
裕
俸
の

ωωωω
は
互
に
関
連
は
す
る
も
の

の
全
世
と
し
て
李
徳
裕
の
軍
事
力
再
建
策
を
構
成
す
る
個
々
別
々
の
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
観
貼
か

ら
こ
の
李
徳
裕
俸
の
記
録
に
封
臆
す
る
と
思
わ
れ
る
賀
治
通
鑑
二
百
四
十
四
・
太
和
五
年
(
八
三
一
)
秋
八
月
篠
の
李
徳
裕
の
上
奏
を
再
検
討

し
た
い
。
な
お
引
用
に
あ
た
っ
て
李
徳
裕
俸
と
の
封
躍
を
ぱ
ぱ
等
の
形
で
示
し
て
お
く
。

西
川
節
度
使
李
徳
裕
奏
す
ら
く
、
山
w萄
兵
の
軍
疾
老
弱
な
る
者
、
従
来
終
身
簡
せ
ず
。
臣
命
じ
て
五
尺
五
寸
の
度
を
立
て
、
四
千
四
百
徐

人
を
簡
去
せ
し
む
。
山
刊
復
た
少
祉
の
者
千
人
を
簡
募
し
以
っ
て
其
の
心
を
慰
む
。
募
る
所
の
北
兵
は
己
に
千
五
百
人
を
得
た
り
。
土
兵
と

ま
す
ま

参
居
せ
し
め
時
相
訓
習
し
日
ご
と
に
盆
す
精
練
す
。

W
叉
萄
工
の
作
る
所
の
兵
器
、
徒
ら
に
華
飾
に
務
め
用
に
堪
え
ず
。
臣
今
、
工
を
別

道
に
取
り
て
以
っ
て
こ
れ
を
治
む
る
に
竪
利
な
ら
ざ
る
は
無
し
。
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一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
の
文
は
雄
港
子
弟
に
閲
す
る
部
分
を
依
く
以
外
は
李
徳
裕
俸
の
そ
れ
と
正
確
に
封
醸
し
て
い
る
。

い
い
か
え

れ
ば
、
こ
こ
で
は
李
徳
裕
の
軍
事
力
再
構
築
の
構
想
の
う
ち
か
ら
漫
境
の
民
兵
問
題
を
除
い
て
、
成
都
駐
屯
部
隊
に
つ
い
て
の
そ
れ
の
み
を
記

録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず

ωと
ωに
よ
っ
て
老
朽
兵
の
簡
汰
を
み
る
。
さ
き
の
考
誼
に
よ
り
、
成
都
在
駐
の
園
結
管
の
兵
額
は
諸
書
が
一
致
し
て
一
が
す
よ

う
に
一
高
四
千
人
で
あ
る
と
し
て
よ
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
ぱ
に
よ
っ
て
整
理
人
員
を
四
千
四
百
強
と
す
る
と
蔑
さ
れ
た
兵
数
は

九
千
六
百
弱
と
な
る
。

ωに
よ
る
と
李
徳
裕
は
か
わ
り
に
少
祉
の
萄
人
千
人
と
北
兵
千
五
百
人
を
加
え
て
合
同
訓
練
を
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の

う
ち
北
兵
千
五
百
人
に
つ
い
て
は
李
徳
裕
が
鄭
滑
の
五
百
人
・
陳
許
の
千
人
の
涯
遣
を
奏
請
し
て
裁
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て



(

叩

〉

い
る
。
こ
う
し
て
九
千
六
百
弱
プ
ラ
ス
二
千
五
百
で
、
嘗
時
の
成
都
在
駐
の
兵
力
が
組
計
一
高
二
千
百
人
足
ら
ず
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一

(

日

)

方

ωに
よ
る
と
か
れ
ら
は
十
一
軍
に
編
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
嘗
時
の
一
軍
の
編
成
を
千
人
翠
位
と
考
え
る
と
十
一
軍
で
一
高
一
千
人

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ωω
と
仰
を
封
照
す
れ
ば
、
こ
の
精
鋭
軍
の
軍
名
は
、
各
軍
の
兵
器
の
製
作
工
人
の
出
身
地
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
て
い

た
と
推
測
で
き
る
の
で
、
そ
の
編
成
は
歩
軍
二
(
南
燕
保
義
・
保
恵
〉
、
弓
軍
一
(
南
河
募
義
)
、
湾
軍
二
(
左
右
連
管
〉
、
騎
軍
六
(
飛
星
・
鴛
撃
・

奇
鋒

・
流
電
・

建前官

・
突
騎
)
と
な
る
。
も
し
こ
の
う
ち
弓
軍
を
南
河
募
義
と
い
う
命
名
か
ら
し
て
一
軍
二
千
名
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
こ

の
二
つ
の
数
字
は
一
致
す
る
が
確
言
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
成
都
の
軍
事
力
再
編
の
中
一
核
と
な
っ
た
の
は
土
兵
と
参
居
し
た
北
兵
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
四
川
の
自

前
の
あ
る
い
は
土
着
の
軍
事
力
構
造
が
新
し
い
歴
史
の
段
階
に
あ
っ
て
、
中
原
か
ら
の
刺
激
の
下
に
再
編
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
云
え
よ
う
。
こ
の
の
ち
成
都
で
も
、
突
終
等
の
四
川
の
土
軍
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
基
礎
は
む
し
ろ
北
兵
に
よ
っ
て
お
か
れ
た
の
で
あ

り

一
般
に
四
川
に
お
け
る
軍
事
力
の
土
着
化
と
い
わ
れ
て
い
る
現
象
は
、

四
川
と
中
原
、

四
川
と
少
数
民
族
居
住
地
域
と
の
地
域
的
関
係
の
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饗
化
と
地
域
的
交
渉
を
基
礎
と
す
る
四
川
軍
事
力
の
再
編
成
あ
る
い
は
再
土
着
化
の
過
程
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
太
和
三
年
(
八
二
九
〉
の
南
詔
三
年
の
南
詔
の
成
都
進
攻
の
四
十
年
後
の
威
通
十
年
(
八
六
九
〉
、
李
師
墓
の
野
心
と
無
謀
な
挑

援
を
き
っ
か
け
と
す
る
南
詔
の
再
度
の
成
都
攻
撃
に
よ
っ
て
再
び
、
耳
・
雅
・
繋
地
域
の
潜
在
的
軍
事
的
結
集
力
が
問
題
と
な
る
。

周
知
の
如
く
資
治
通
鑑
巻
二
五
二
議
宗
威
通
十
四
年
(
八
七
三
)
僚
の
考
異
に
ひ
く
錦
里
香
奮
俸
に
は
、

を
制
犯
し
耳
傑
闘
の
南
路
を
倫
め
、
壇
丁
の
子
弟
を
東
(
原
文
は
米
)
黙
し
、

(
威
通
)
十
二
年
八
月
、
路
公
(
西
川
節
度
使
路
般
)
溢
威

・
郭
繁
の
策
を
用
い
、
奏
し
て
珂
州
に
定
遊
軍
節
度
使
を
置
く
。
復
た
大
渡
河

こ
れ
に
万
を
祈
刺
す
る
を
数
え
、
義
軍
絡
に
補
し
、

兵
士

を
敬
練
す
る
を
主
管
せ
し
む
。

223 

盤
の
遣
に
盗
す
る
の
後
を
承
け
、

さ
ら
に
同
考
異
の
ひ
く
新
唐
書
巻
百
八
十
四
路
巌
停
に
は
、

(
路
〉
巌
力
め
て
柑
循
し
、
定
遊
軍
を
耳
州
に
置
き
、
大
渡
を
犯
し
て
故
闘
を
治
め
、
壇
丁
の
子
弟
を

と
あ
り
、
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取
り
て
躍
刺
を
敬
え
、
屯
籍
に
補
せ
し
む
。

と
あ
る
。
定
過
軍
を
置
い
た
の
は
胡
注
も
い
う
よ
う
に
路
巌
で
は
な
く
李
師
重
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
壇
丁
子
弟
に
つ
い
て

の
記
録
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
開
元
は
じ
め
の
鑓
防
圏
結
兵
、
康
徳
の
こ
ろ
の
珂
雅
子
弟
、
太
和
の
こ
ろ
の
雄
港
子
弟
の
直
接
の
後
身
で
あ

る
が
、
そ
の
性
格
に
は
微
妙
な
嬰
化
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る。

日
野
開
三
郎
氏
は
そ
の

ク
唐
末
五
代
宋
初
自
衛
義
軍
考

・
上
篇
φ

(

一
九
八
四
)
の

な
か
で
、
番
醤
俸
に
い
う
ク
義
軍
絡
に
補
す
。
の

一
句
は
、

義
軍
国
の
公
認
と
そ
の
藩
帥
州
長
へ
の
蹄
属
を
表
わ
し
て
お
り
、
新
唐
書
が
こ
れ

を
。
屯
籍
に
補
せ
し
む
。
と
書
き
あ
ら
た
め
て
い
る
の
は
事
態
を
義
軍
国
の
外
鎖
化
と
認
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
見

解
は
こ
の
時
期
の
珂
州
(
禦
州
雅
州
を
ふ
く
む
〉
の
壇
丁
の
貫
瞳
の
把
握
に
貴
重
な
示
唆
を
輿
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

鎮
防
圏
結
兵
以
来
の
歴

史
的
経
過
か
ら
い
え
ば
、
少
数
民
族
祉
舎
の
祉
禽
的
紐
帯
と
そ
の
上
に
立
つ
首
長
居
の
相
互
関
係
の
掌
援
を
通
じ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
の
地

域
の
武
力
構
造
が
、
複
数
の
私
的
有
力
者
を
中
心
と
す
る
散
在
的
な
武
力
組
織
と
そ
の
上
部
行
政
力
に
よ
る
組
織
化
と
い
う
方
向
に
時
化
す
る
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最
終
段
階
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
事
態
を
逆
の
方
向
で
把
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

北
夢
灘
言
巻
六
の
ク
朱
李
牒
準
々
に
は
、
こ
の
時
。
西
川
の
大
将
。
の
示
唆
を
う
け
て
。
近
界
の
郷
豪
々
が
南
詔
軍
の
手
引
き
を
し
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
が
か
れ
ら
こ
そ
が
新
唐
書
で

い
う
義
軍
将
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
有
力
者
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
歴
史
的
経
過
と
地
域
的
篠
件
に

規
定
さ
れ
て
、
ほ
ぼ
同
様
の
買
値
を
も
っ
た
義
軍
が
、
こ
こ
で
は
分
裂
的
な
方
向
を
す
す
め
る
要
素
と
な
り
、
次
節
に
と
り
あ
げ
る
章
君
靖
軍

国
の
場
合
に
は
統

一
的
方
向
を
す
す
め
る
要
素
と
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
南
詔
の
再
度
の
準
攻
の
十
三
年
後
の
中
和
二
年
(
八
八
二
)
、
耳
州
の
安
仁
に
お
い
て
肝
能
の
叛
能
が
起
っ
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
珂
州
安
仁
に
お
い
て
は
少
数
民
族
の
漢
化
過
程
が
最
終
段
階
に
入
り
、

る。

多
く
の
郷
豪
が
義
軍
将
と
し
て

軍
固
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ

肝
能
は
φ

珂
州
盤
タ

で
あ
り

ク
珂
州
盤
。
の
首
長
の
系
譜
を
ひ
く
こ
と
に
よ
り
、
少
数
民
族
社
舎
の
紐
帯
の
上
に
立
っ
て
地
域
の
軍
事
力

を
捨
ぅ
。
一
品
州
の
牙
官
タ
で
あ
り
、

。
安
仁
の
土
豪
。
と
し
て
の
買
力
と
少
数
民
族
民
へ
の
影
響
力
に
よ
っ
て
。
耳
州
首
室
。
と
稽
さ
れ
る
存



在
で
あ
っ
た
。

日
野
開
三
郎
氏
が
前
掲
書
で
肝
能
の
叛
凱
に
忽
ち
響
躍
し
た
数
十
の
案
を
か
れ
ら
義
軍
将
に
属
す
る
鎮
案
で
あ
る
と
し
、
都
招
討
使
高
仁
厚

の
と
っ
た
。
鎖
を
下
す
が
毎
に
輔
ち
鎮
遁
使
を
補
し
、
戸
口
を
安
集
せ
し
む
。
と
い
う
政
策
を
、
こ
れ
ま
で
の
義
軍
将
の
安
堵
で
あ
り
、
公
認

義
軍
国
の
鎮
制
化
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
は
卓
見
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ま
で
の
ベ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
こ
の
地
域
の
祉
舎
は
南
北
朝
以
来

の
少
数
民
族
枇
曾
の
漢
化
過
程
の
最
終
段
階
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
肝
能
の
叛
凱
に
劃
す
る
諸
義
軍
の
素
早
い
反
躍
は
形
を
か
え
な
が

ら
も
か
れ
ら
の
聞
に
わ
ず
か
に
残
存
し
て
い
た
祉
曾
的
紐
帯
の
最
後
の
燃
焼
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
た

前
一
章
に
お
い
て
長
江
ル

l
ト
型
と
名
づ
け
た
タ
イ
プ
に
属
す
る
こ
の
地
域
に
お
け
る
祉
曾
嬰
化
の
パ
タ
ー
ン
が
完
全
に
そ
の
前
牢
期
を
終
え
た

こ
と
を
告
げ
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
も
あ
っ
た
。

四
川
内
陸
部
に
お
け
る
軍
事
力
構
築
の
過
程
と
そ
の
特
質
と
を
知
る
た
め
の
最
遁
の
史
料
こ
そ
、

乾
寧
二
年
(
八
九
五
〉
十
二
月
十
九
日
の
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ω 
自
衛
義
軍
型
藩
鎖
に
つ
い
て

日
附
け
を
も
っ
章
君
靖
建
、
氷
昌
築
碑
(
金
石
綴
編
十
二
・

金
石
苑
二
〉
で
あ
る
。

(
ロ
)

野
開
三
郎
氏
・
栗
原
盆
男
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
本
節
で
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
成
果
に
依
援
し
な
が
ら
、
血
事
君
靖
軍
国
を
生
み

こ
の
碑
文
に
み
え
る
章
君
靖
の
軍
国
の
性
格
に
つ
い
て
は
、

日

だ
し
た
こ
の
地
域
の
社
禽
獣
況
に
注
目
し
、
主
と
し
て
地
域
史
的
観
貼
か
ら
問
題
に
接
近
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

永
昌
築
は
昌
州
大
足
照
西
北
十
里
の
要
害
の
地
に
建
設
さ
れ
た
。
元
和
郡
鯨
固
志
巻
三
十
三
の
記
事
に
よ
る
と
昌
州
は
乾
元
元
年
(
七
五
八
〉
、

誼

・
普
・

漁

・
合
・
資
・
祭
の
六
州
の
交
界
に
た
て
ら
れ
た
新
州
で
あ
り
、
そ
の
管
下
の
静
南
・
昌
元
・
大
足
の
三
牒
も
ま
た
州
と
同
時
に
新

の
ち
大
歴
十
一
年
(
七
七
六
〉
に
永
川
鯨
を
加
え
て
い
る
。

設
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
前
章
で
問
題
と
し
た
陳
子
昂
の
い
う
諸
州
の
西
遜
に
立

地
し
て
い
る
。

225 

す
で
に
見
た
よ
う
に
、

陳
子
昂
の
聖
歴
元
年
(
六
九
八
〉
の
上
言
の
直
後
の
長
安
四
年
(
七
O
四
)
に
蓬
・
渠
・
果
・
合
・
迭
の
諸
州
の
西
端
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の
合
州
で
。
川
僑
戸
の
輯
湊
す
る
。
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

東
と
合
州
石
鏡
鯨
の
南
の
地
を
割
い
て
巴
川
鯨
が
新
設
さ
れ
、
銅
梁
鯨
が
新
設
さ
れ
、

つ
づ
い
て
開
元
二
十
二
年
〈
七
三
四
〉
に
こ
の
銅
梁
鯨
の

さ
ら
に
至
徳
二
年
(
七
五
七
)
に
こ
の
巴
川
鯨
の
南
に
接
し
て
。
諸
州
の
逃
戸

多
く
こ
こ
に
投
じ
て
営
種
す
。
と
い
う
理
由
で
も
っ
て
稔
州
壁
山
鯨
が
た
て
ら
れ
た
。
こ
の
三
鯨
の
西
に
接
し
て
い
ず
れ
も
新
置
の
三
豚
か
ら

な
る
昌
州
が
新
設
さ
れ
た
の
が
そ
の
翌
年
の
乾
元
元
年
(
七
五
八
)
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
昌
州
の
新
設
の
理
由
が
銅
梁
豚
や
壁

山
鯨
と
ほ
ぼ
相
似
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
し
、

の
ち
に
見
る
よ
う
な
昌
州
の
客
戸
率
の
異
常
な
高
さ
が
こ
の
こ
と

を
裏
書
き
し
て
い
る
。
唐
初
以
来
大
量
の
逃
亡
戸
を
吸
牧
し
つ
つ
護
展
し
て
き
た
四
川
内
陸
部
の
重
貼
の
西
方
へ
の
移
動
の
結
果
と
し
て
昌
州

の
成
立
を
把
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
四
川
内
陸
地
域
の
動
向
は
、
地
域
外
か
ら
の
逃
亡
戸
の
流
入
と
い
う
貼
で
も
、
こ
の
地
域
の
少
数
民
族
社
曾
の
解
陸
朕
況
を

規
定
し
た
要
因
と
い
う
黙
で
も
、
外
部
か
ら
の
強
い
影
響
の
下
で
進
行
し
た
こ
と
を
預
想
さ
せ
る
。

こ
の
地
域
の
祉
曾
の
嬰
化
の
一
躍
の
到
達
貼
と
し
て
の
章
君
靖
軍
園
の
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、
外
部
の
要
因
は
一
層
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
形

で
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
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こ
の
地
域
の
義
軍
の
組
織
者
意
君
靖
が
、
公
的
世
界
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
経
過
を
、
永
昌
築
記
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

お
こ

韓
秀
昇
、
組
を
斡
峡
に
勃
し
、
巴
漁
に
侵
軟
し
、
公
乃
ち
義
軍
を
統
率
し
、
逆
黛
を
討
除
す
。
秀
昇
の
壷
く
舟
械
を
拙
う
ち
て
郡
城
に
圏

あ
た

逼
す
る
に
値
り
て
、
公
乃
ち
機
宜
を
詳
度
し
、
上
下
に
欄
裁
し
、

山
に
依
り
て
排
陳
し
、
水
を
背
に
し
て
兵
を
布
き
、
南
面
よ
り
爽
攻
し

ま
す
ま

心
を
湾
つ
に
し
て
鄭
撲
す
。
賊
勢
大
い
に
敗
れ
、
我
が
武
は
盆
す
揚
る
。
漁
牧
田
公
、
備
録
奏
聞
す
。
忠
節
を
口
し
、
御
史
大
夫
を
検
校

し
、
普
州
刺
史
に
除
拝
せ
ら
る
。

こ
の
事
件
は
中
和
二
年
(
八
八
二
)
末
か
ら
翌
三
年
初
の
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
漁
州
城
の
こ
と
を
ぶ
っ
つ
け
に
ク
郡

城
。
と
表
現
し
て
お
り
、
意
君
靖
は
。
漁
牧
田
公
々
の
推
税
に
よ
り
普
州
刺
史
と
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
意
君
靖
の
最
-
初
の
根
接
地
は
漁
州
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。



た
ま
た
ま

碑
文
に
は
つ
づ
い
て

f
泡
川
帥
の
逆
を
殺
す
に
値
り
、
賂
臣
専
征
す
。
公
は
乃
ち
合
州
を
牧
復
し
、
其
の
枝
蔓
を
絶
つ
。
と
あ
り
、
動
範
に

乗
じ
て
章
君
靖
は
貫
力
で
合
州
を
占
援
し
た
。
か
れ
は
こ
の
あ
と
合
州
刺
史
の
地
位
を
追
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
合
州
の
賞
力
に
よ
る
確
保

は
か
れ
の
勢
力
確
立
の
過
程
で
董
期
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
の
ち
に
昌
州
大
足
廓
北
郊
に
永
昌
案
を
建
設
し
た
時
に
参
加
し
た
義
軍
・
義

軍
鎮
が
主
と
し
て
合
・
昌
二
州
に
分
布
す
る
と
い
う
欣
況
の
基
礎
は
こ
の
と
き
に
か
ち
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
意
君
靖
軍
国
の
組
織
の
中
壊
に
同
族
的
結
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
日
野
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

永
昌
築
記
に
よ
っ
て
章
氏
同
族
の
地
域
的
配
置
を
見
る
と
、
か
れ
ら
の
名
を
見
出
し
う
る
の
は
、

軍
、
川
刊
来
鳳
義
軍
鎖
、
同
口
各
義
軍
鎮
の
五
つ
の
部
分
の
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ω昌
州
軍
府
、

ω進
雲
鎖
(
築
〉
、

ω静
南

ま
ず
口
各
義
軍
鎖
(
主
絡
は
意
君
球
)
に
つ
い
て
は
、
金
石
苑
巻
二
の
録
文
に
よ
る
と
、
含
谷
鎮
の
よ
う
に
誼
み
と
れ
る
の
で
、
元
盟
九
域
志

の
漁
州
壁
山
豚
の
項
に
み
え
る
含
各
鎮
に
比
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
地
名
で
言
え
ば
検
州
巴
豚
か
ら
壁
山
鯨
へ
の
ル

ー
ト
の
途
中
に
あ
る
函
谷
場
に
あ
た
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

つ
い
で
来
鳳
義
軍
鎮
(
主
将
は
章
君
芝
)
に
つ
い
て
は
元
豊
九
域
志
に
は
記
載
は
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な
い
が
、
巴
懸
か
ら
永
川
鯨
・
昌
元
鯨
へ
の
ル

l
ト
の
途
中
、
函
谷
場
の
や
や
北
方
に
来
鳳
騨
の
名
が
見
ら
れ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
章

君
靖
の
勢
力
が
最
初
漁
州
域
内
に
あ
っ
て
、

韓
秀
昇
の
脅
威
を
直
接
に
う
け
る
地
域
に
位
置
し
て
い
た
こ
と

そ
の
後
の
勢
力
の
横
大
扶
殖

が
、
か
れ
が
最
初
に
刺
史
に
任
命
さ
れ
た
普
州
の
方
に
は
む
か
ず
、

合
州

・
昌
州
の
方
向
に
護
展
し
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
章
君
靖
の

最
初
の
根
接
地
が
こ
の
あ
た
り
に
あ
り
、

そ
の
後
も
一
族
が
義
軍
を
掌
握
し
て
こ
の
地
域
に
盤
援
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
想
像
で
き
る
事
態

で
あ
る
。

次
に
昌
州
軍
府
と
静
南
軍
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
静
南
軍
と
は
本
来
最
-
初
に
昌
州
州
治
の
お
か
れ
た
静
南
鎮
に
因
ん
だ
昌
州
牙
軍
の
軍
額
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
奇
妙
な
こ
と
に
、
永
昌
築
記
で
は
、

ゥ
嘗
州
軍
府
官
節
級
。
の
項
に
は
静
南
軍
の
名
は
見
え
ず
、
逆
に
令
官
舷
管
諸
鎮
築
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節
級
タ
の
項
に
ク
節
度
押
街
充
静
南
軍
先
鋒
都
知
兵
馬
使
乗
三
州
捕
盗
使
検
校
左
散
騎
常
侍
粂
御
史
大
夫
上
柱
園
章
君
政
。
の
名
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
静
南
軍
も
ま
た
外
鎖
あ
っ
か
い
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
奇
妙
な
矛
盾
は
永
昌
築
建
設
の
意
味
を
考
察
し
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

永
昌
棄
は
碑
文
に
λγ

景
福
壬
子
の
歳
春
正
月
、
首
鎮
の
西
北
維
れ
龍
岡
山
に
築
く
を
卜
し
、
永
昌
築
を
建
つ
。

廷
の
山
や
、

上
は
寄
需
を
掩

ぃ
、
下
は
郊
原
に
抗
す
。
:
:
:
一
夫
克
を
荷
え
ば
高
人
も
上
る
莫
し
。
と
い
う
よ
う
に
、
大
足
鯨
の
西
北
十
里
の
要
害
の
地
龍
岡
山
に
建
設
さ

れ
た
。
こ
こ
で
嘗
鎮
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
大
足
鯨
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
地
域
の
鯨
の
あ
り
方
を
知

る
上
で
重
要
な
記
録
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
景
一
繭
壬
子
す
な
わ
ち
景
一晴
元
年
(
八
九
二
〉
と
い
う
永
昌
案
建
設
の
日
附
け
で
あ
る
。

太
卒
賓
宇
記
巻
八
十
八
の

昌
州
の
項
に
は
。
以
前
は
頼
波
漢
の
南
に
州
治
を
置
き
昌
元
鯨
を
僑
郭
の
廊
と
し
て
お
り
、

景一
晴
元
年
に
州
治
を
大
足
牒
に
移
し
て
今
に
至
っ

て
い
る
。
と
記
さ
れ
て
お
り
、
昌
州
州
治
の
昌
元
牒
か
ら
大
足
豚
へ
の
移
動
と
大
足
牒
西
北
十
里
の
地
に
お
け
る
永
昌
築
建
設
と
が
同
じ
年
に

碑
文
は
ま
た
永
昌
築
の
規
模
を
タ
城
塘
二
千
蝕
聞
を
築
き
、
敵
棲
一
百
儀
所
を
建
て
0

0

糧
貯
十
年
、

君
靖
軍
園
の
主
力
が
永
昌
築
に
駐
屯
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
す
る
と
大
足
鯨
郊
外
の
永
昌
築
建
設
は
、
昌
州
州
治
を
回
目
元
厭
か
ら
大
足
鯨

に
う
っ
す
た
め
の
前
提
篠
件
と
し
て
計
聾
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
昌
州
刺
史
粂
昌
合
普
漁
四
州
都
指
揮
使
と
し
て
小
型
藩
鎮
へ
の
途
を
歩
み
つ

丘
ハ
屯
数
高
。
と
描
潟
し
て
お
り
、
章
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行
な
わ
れ
た
こ
と
を
知
り
う
る
。

つ
あ
っ
た
章
君
靖
の
事
質
上
の
曾
府
と
し
て
の
比
重
を
大
足
鯨
に
お
く
た
め
の
努
力
の
一
環
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
そ
の
藩
銀
化
の
途

を
た
ど
る
、
過
程
で
、
意
君
靖
は
漁
州
で
韓
秀
昇
の
勢
力
を
撃
破
し
た
中
和
二
年
(
八
八
二
)
ご
ろ
か
ら
十
数
年
聞
に
築
き
あ
げ
て
き
た
勢
力
を

永
昌
案
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
四
州
全
瞳
を
威
座
す
る
方
向
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
、

か
れ
の
息
の
か
か
っ
た
諸
軍
は
永
昌
築
に
集
中
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
永
昌
築
が
大
足
牒
そ
の
も
の
に
で
は
な
く
そ
の
西
北
十
里
の
龍
岡
山
に
置
か
れ
た
と
す
る
と
、
本
来
の
大
足
鯨
に
も
ま
た
一

部
の
兵
力
が
駐
在
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
永
昌
築
が
事
買
上
の
曾
府
と
し
て
の
機
能
を
荷
っ
た
と
す
る
と
、



こ
の
大
足
鯨
駐
留
部
隊
こ
そ
外
鎮
寧
あ
っ
か
い
を
受
け
て
い
た
静
南
軍
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
残
っ
た
準
雲
鎮
(
案
)
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
永
昌
築
に
次
ぐ
大
鎮
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
場
合
に
は
鎮
と
よ
ば
れ
あ
る
場
合
に
は
案

と
よ
ば
れ
、

あ
る
場
合
に
は
鎮
築
と
よ
ば
れ
た
こ
と
が
問
題
解
決
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
呼
稽
の
あ
り
方

は
、
準
雲
鎮
と
準
雲
築
は
別
物
で
あ
り
、

し
か
も
雨
者
の
聞
に
は
密
接
不
可
分
の
関
係
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
朕
況
を
想
定
さ
せ
る
。
碑
文

に
み
え
る
そ
の
他
の
案
、
例
え
ば
凌
雲
築
義
軍
銀
、
雲
門
案
義
軍
鎖
等
、
鎮
と
案
と
が
同
一
存
在
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合
と

は
呼
稽
の
し
か
た
が
全
く
こ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
永
昌
案
と
大
足
鯨
(
寅
は
鎖
)
の
関
係
を
幼
併
と
さ
せ
る
。

す
で
に
み
た
よ

う
に
意
君
靖
は
昌
州
刺
史
に
あ
て
ら
れ
る
前
に
は
合
州
刺
史
で
あ
っ
た
が
そ
の
地
位
は
買
力
に
よ
っ
て
か
ち
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

か
れ
が
こ
の
と
き
合
州
内
に
強
力
な
勢
力
を
扶
殖
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
昌
州
の
州
治
で
の
永
昌
築
の
建
設
工
事
に
昌
州
内
の

諸
義
軍
・
義
軍
鎮
を
上
ま
わ
る
敷
の
合
州
域
内
の
そ
れ
の
参
加
を
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
し
ろ
昌
州
の
州

治
を
昌
邑
鯨
よ
り
大
足
鎖
に
う
つ
し
た
の
は
合
州
と
の
開
の
交
通
の
便
を
考
慮
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
諸
篠
件
を
考
慮
す
る
と
、
進
雲
鎮
は
合
州
域
内
の
外
鎮
で
あ
り
、
進
雲
築
は
そ
の
近
迭
に
新
し
く
建
設
さ
れ
た
嘗
時
の
合
州

刺
史
意
君
靖
の
牙
軍
所
在
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
な
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
合
州
刺
史
時
代
の
章
君
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靖
の
牙
軍
の
貫
質
的
内
容
は
漁
州
時
代
に
か
れ
が
結
集
し
え
た
義
軍
の
一
一
部
と
そ
の
後
に
招
募
さ
れ
た
義
勇
兵
か
ら
な
っ
て
い
た
と
考
え
う
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
れ
が
漁
州
で
結
集
し
た
義
軍
の
大
部
分
が
逃
亡
戸
や
盗
賊
出
身
者
あ
る
い
は
民
族
的
紐
帯
か
ら
き
り
は
な
さ
れ
た

少
数
民
族
民
で
あ
る
と
す
る
と
、

か
れ
ら
の
漁
州
へ
の
執
着
は
さ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
の
部
分
が
章
君
靖
に
障
つ
て
の
合
州

移
駐
に
従
順
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
勢
力
を
抜
き
に
し
て
は
、
意
君
靖
の
貫
力
に
よ
る
合
州
征
匪
は
不
可
能
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

章
君
靖
は
昌
州
移
駐
に
際
し
て
、
こ
の
進
雲
鎮
に
相
嘗
数
の
兵
力
を
残
し
、
腹
心
の
章
君
遷
を
。
準
雲
築
都
圏
練
義
勇
鎮
逼
使
。
と
し
て
そ
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の
統
轄
に
あ
た
ら
せ
た
。
以
上
の
経
過
か
ら
す
る
と
、
章
君
靖
か
ら
ひ
き
つ
い
だ
こ
の
よ
う
な
強
力
な
軍
事
的
基
盤
の
上
に
立
っ
て
、
章
君
遷
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は
質
質
的
に
は
、
合
州
都
圏
練
使
と
し
て
振
舞
い
、

そ
の
貫
盟
と
形
式
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
こ
の
奇
妙
な
肩
書
に
残
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
形
式
的
に
は
四
州
都
指
揮
使
に
す
ぎ
な
い
意
君
靖
が
事
質
上
の
節
度
使
と
し
て
、
事
質
上
の
巡
属
の
合
州
の
諸
軍
を
州
治
の
土
木
工
事
に
動

員
し
て
い
る
の
と
同
断
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
意
君
靖
の
勢
力
は
、
漁
州
含
谷

・
来
鳳
の
地
域
か
ら
合
州
進
雲
案
へ
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
昌
州

永
昌
築
へ
と
移
駐
す
る
た
び
に
そ
の
規
模
を
援
大
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
三
地
域
に
の
み
章
姓
の
同
族
を
配
置
す
る
鐙
制
の
背
景
に

は
こ
の
よ
う
な
地
域
の
特
性
と
結
び

つ
い
た
意
君
靖
軍
固
形
成
の
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
誼
に
よ
っ
て
、
意
君
靖
の
軍
事
力
結
集
は
外
敵
の
脅
威
へ
の
劉
躍
を
大
き
な
契
機
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
か
れ

が
権
力
の
基
盤
と
し
た
地
域
は
大
量
の
逃
亡
戸
を
吸
牧
す
る
こ
と
に
よ
り
急
速
に
開
設
の
す
す
ん
だ
四
川
の
ク
内
陸
過
境
。

で
あ
り
、
そ
こ
で

の
軍
事
力
は
た
と
え
ば
永
昌
築
記
に
み
え
る
三
十
五
鎖
築
の
よ
う
に
散
在
す
る
狭
障
な
鋲
に
お
い
て
土
豪
大
族
の
組
織
す
る
自
衛
義
軍
と
し
て

ま
ず
成
立
し
た
。
こ
う
し
た
自
然
護
生
的
勢
力
を
再
組
織

・
整
序
す
る
形
で
章
君
靖
の
勢
力
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
野
開
三
郎
氏
は
前
掲
書
の
な
か
で
、
永
昌
築
記
に
み
え
る
将
校
の
記
名
順
位
が
、
大
局
的
に
は
そ
の
地
位
の
上
下
に
封
醸
し
な
が
ら
な
お
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例
外
を
の
こ
す
こ
と
に
注
意
を
む
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
金
石
苑
巻
二
に
の
せ
る
移
録
に
よ
っ
て
そ
の
睦
裁
を
み
る
と
、
上
列
の
正
文
は
左
か

ら
右
に
む
け
て
、
下
列
の
記
名
は
中
央
に
ク
庭
管
諸
鎮
築
節
級
。

と
ク
嘗
州
軍
府
官
節
級
φ

の
二
項
目
を
た
て
、
前
者
は
右
か
ら
左
に
、
後
者

は
左
か
ら
右
に
む
け
て
書
く
と
い
う
特
異
な
形
式
を
と
り
、
こ
と
さ
ら
身
分
的
上
下
を
感
じ
と
ら
せ
に
く
い
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

事
買
は
意
君
靖
軍
園
の
成
立
を
支
え
て
い
た
土
豪
的
仲
開
結
合
の
原
理
の
反
映
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

検
州
の
含
谷
鎖
来
鳳
鎮
地
域
か
ら
合
州
準
雲
築

へ
、
合
州
進
雲
築
か
ら
昌
州
永
昌
築

へ
の
軍
事
力
中
心
の
移
動
は
こ
う
し
た
諸
勢
力
の
整
序
の

過
程
の
地
域
的
表
現
で
あ
っ
た
。

っ
た
が
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
意
君
靖
の
軍
事
力
構
造
の
形
成
過
程
に
お
い
て
銭
が
そ
の
基
礎
皐
位
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
知

同
様
の
事
買
は
こ
れ
に
先
立
つ
時
期
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
唐
朝
の
地
方
行
政
機
構
の
形
成
過
程
に
お
い
て
も
み
る
こ
と
が
で
き

る



ク
氷
昌
築
記
。
の
記
述
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
章
君
靖
の
永
昌
案
の
建
設
を
契
機
と
し
て
昌
州
の
州
治
が
昌
元
麻
か
ら
大
足
聴
に
移
っ
た
こ

と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
大
足
鯨
は
州
治
と
な
っ
た
こ
の
時
に
な
っ
て
も
碑
文
に
ク
嘗
鎮
。
と
稽
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
の
鎮
に
鯨

名
を
輿
え
た
に
過
ぎ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
鎮
を
基
盤
と
す
る
昌
州
州
治
の
移
動
は
こ
の
と
き
が
は
じ
め
て
で
は
な
か

っ
た
。元
和
郡
鯨
園
志
巻
三
十
三
の
昌
州
静
南
豚
の
項
に
は
郭
下
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
最
初
の
昌
州
州
治
が
静
南
鯨
に
お
か
れ
た
こ

と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
太
卒
賓
字
記
巻
八
十
八
の
昌
州
永
川
鯨
の
項
に
。
慶
静
南
鯨
は
州
の
西
五
十
里
に
在
り
、
州
と
輿
に
置
く
。
西
の
か

た
龍
漢
に
接
し
、
地
を
静
南
鎮
と
名
づ
く
。
因
っ
て
鯨
と
な
す
。
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
静
南
牒
の
貫
態
も
ま
た
鎮
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

昌
州
州
治
は
、
静
南
鎮
か
ら
昌
元
鯨
へ
、
昌
元
腕
か
ら
大
足
鎮
へ
と
三
時
し
た
が
そ
の
寅
韓
は
い
ず
れ
も
鎮
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

陸
測
十
蔦
分
一
地
固
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
は
た
と
え
ば
永
川
鯨
の
北
に
接
し
て
標
高
一

O
O
O
mを
こ
え
る
山
脈
が
南
北
に
走
っ
て
い
る

の
を
例
外
と
し
て
、

お
お
む
ね
標
高
三

O
O
m
か
ら
五

O
O
m
の
ゆ
る
や
か
な
山
地
と
な
っ
て
い
る
。
山
並
み
の
合
す
る
と
こ
ろ
、
河
川
の
合
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流
す
る
と
こ
ろ
に
形
成
さ
れ
た
猫
の
ひ
た
い
の
よ
う
な
盆
地
や
卒
野
が
農
業
の
最
遁
地
で
あ
る
と
と
も
に
交
逼
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
唐
末
以

来
の
こ
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
盆
地
と
卒
野
に
鎮
が
立
地
し
て
い
た
の
は
容
易
に
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
十
世
紀
に
入
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
四
通
八
達
の
盆
地
と
卒
野
に
は
少
数
の
ク
鎮
タ
と
多
数
の
今
場
。
と
が
立
地
し
て
い
る
。
今
試
み
に
そ

の
数
を
算
え
あ
げ
る
と
、
大
足
豚
で
三
銭
十
九
場
、
昌
元
鯨
で
二
鎮
十
二
場
、
永
川
牒
で
一
鎮
二
十
六
場
、
合
計
六
十
三
鎮
場
で
元
盟
九
域
志

に
み
え
る
昌
州
の
鎮
数
の
五
割
増
し
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
鯨
域
の
出
入
を
は
じ
め
と
し
て
そ
こ
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
が
、
巨
視
的
に
み

た
と
き
、
現
代
の
鎮
・
場
の
分
布
と
唐
宋
期
の
鎮
と
は
ほ
ぼ
相
似
た
形
態
を
と
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
い
か
え

れ
ば
、
こ
の
時
期
の
こ
の
地
域
に
は
、
他
の
地
域
で
の
よ
う
に
群
小
の
小
栗
落
を
座
し
て
聾
立
す
る
州
城
・
鯨
城
と
い
う
貫
瞳
は
存
在
せ
ず
、
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貫
際
に
存
在
し
て
い
た
の
は
交
通
の
要
衝
H

農
業
の
逼
地
、
に
散
在
す
る
相
似
た
規
模
の
小
鎮
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
唐
朝
の
地
方
行

政
構
造
も
章
君
靖
軍
国
の
構
造
も
、
こ
の
祉
舎
の
基
層
的
秩
序
の
携
い
手
で
あ
る
土
豪
的
小
鎮
の
勢
力
の
整
序
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
の
で
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北宋中期における四川地域の銀と商税務
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あ
る
。唐
末
の
こ
の
地
域
の
鎮
の
貫
態
の
追
求
に
は
、
す
で
に
梅
原
郁
氏
に
よ
っ
て
今
中
原
の
よ
う
な
一商
業
緊
落

と
い
う
よ
り
も
、

豪
族
を
主
長
に
い
た
だ
い
た
自
治
集
固
に
近
い
地
域
医
分
が
多
か
っ
た
。
と
推
定
さ
れ
て

(

日

)

い
る
宋
代
の
四
川
地
方
の
鎮
の
特
性
と
の
連
闘
が
重
要
な
手
が
か
り
を
興
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
鎮
の

特
性
は
と
り
わ
け
章
君
靖
の
勢
力
が
そ
の
基
盤
と
し
て
い
た
合
普
昌
漁
の
地
域
と
関
聯
し
て
語
ら
れ
る
べ
き

事
柄
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
章
君
靖
軍
国
成
立
の
基
礎
を
提
供
し
た
地
域
の
鋲
と
、
宋
代
の
鎖
と
の
関
聯
を
さ
ぐ
る
と
い

う
覗
角
か
ら
宋
代
の
史
料
を
み
る
と
、
宋
曾
要
食
貨
十
六
商
税
の
項
に
記
さ
れ
た
昌
州
の
一
商
税
務
の
記
録
が

著
し
く
特
異
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
こ
で
は
照
寧
十
年
以
前
の
蓄
額
の
設
定
と
関
連
し
て
、

在
城
以
下
三
十
八
務
の
務
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
元
豊
九
域
志
の
鎖
名
と
一

致
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
昌
州
に
お
い
て
は、

北
宋
中
期
ま
で
そ
の
鋲
の
ほ
と
ん
ど
が
一
商
税
徴
牧
機

- 30ー

〔表VJ

闘
と
し
て
質
際
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
四
川
地
域
に
お
い
て

も
特
異
な
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
上
に
か
か
げ
る
四
川
地
域
の
銀
敷
〈
元
盟
九
域
志
)
と
務
数
(
宋
曾
要
食

貨
十
六
商
税
奮
額
)
と
を
針
比
し
た
統
計
(
〔
表

V
〕
)
に
あ
ら
わ
れ
る
事
態
と
ひ
き
く
ら
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
(
宋
舎
要
商
税
の
記

録
に
お
い
て
は
、

多
く
の
州
服
務
が
銀
務
と
な
ら
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

九
域
志
の
鋲
数
と
宋
曾
要
の
務
数
と
の
劉
総
を
み
る
た
め
に
は
、

曾
要
の
全
務
数

中
か
ら
州
鯨
務
放
を
さ
し
ひ
い
た
数
の
謝
比
が
問
題
と
な
る
)
。

こ
の
統
計
を
み
る
と
、
梓
州
路
・
利
州
路
の
二
路
に
お
い
て
こ
の
時
期
に
現
買
に
商
税
徴
牧
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
銀
は
均
し
く
少
数

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
梓
州
路
の
場
合
に
は
、

こ
う
し
て
機
能
し
て
い
た
四
十
二
鎮
務
中
三
十
四
銀
務
が
昌
州
に
属
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

昌
州
を
除
外
す
れ
ば
、

梓
州
路
の
三
百
五
十
六
鎖
中
現
買
に
商
税
徴
牧
を
行
っ
て
い
る
務
数
は
最
大
限
わ
ず
か
八
例
会
一
%
〉
と
な



る

こ
の
よ
う
に
大
量
に
機
能
し
て
い
た
昌
州
の
鎮
務
に
お
け
る
一
商
税
徴
牧
額
は
不
明
で
あ
る
が
、
照
寧
十
年
の
定
額
で
は
在
城
一
寓
一
千
四
百

五
十
六
貫
二
八
五
文
、
昌
元
鯨
百
三
十
四
貫
四
百
文
、
永
川
鯨
百
五
十
四
貫
八
百
三
十
四
文
の
三
務
に
整
理
統
合
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
鯨
務

の
税
額
か
ら
み
て
、
蓄
額
に
お
け
る
各
銀
務
の
一
商
税
額
は
著
し
く
低
額
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
四
川
の
商
税
は
鍛
銭
を
も
っ
て
納
入

し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
昌
州
の
各
銀
務
が
納
入
し
て
い
た
一
商
一
税
額
は
ま
さ
に
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
7〉

か
つ
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
小
務
は
い
ず
れ
も
買
撲
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
買
撲
の
主
盟
は
本
来
の
形
に
お
い
て
は
そ

基
礎
に
は
、

の
地
域
の
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
買
で
あ
り
、
昌
州
に
お
い
て
照
寧
の
こ
ろ
ま
で
多
数
の
買
撲
税
務
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の

か
れ
ら
の
子
興
な
く
し
て
は
地
域
の
一
商
品
流
通
自
瞳
が
成
立
し
え
な
か
っ
た
唐
末
宋
初
の
こ
の
地
域
の
特
殊
な
事
態
の
残
影
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
に
よ
っ
て
唐
末
宋
初
の
昌
州
地
方
に
お
い
て
は
多
数
の
小
鎖
を
結
節
貼
と
す
る
小
規
模
な
商
品
流
通
の
ネ
ヅ
ト
ワ

l
ク
が
機
能
し
て
い
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た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
鎮
の
寅
瞳
は
、
極
め
て
小
規
模
な
商
業
褒
落
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
や
や
大
き
な
農
業
緊
落
の
一

部
に
一
商
業
的
要
素
が
く
み
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

次
に
こ
の
よ
う
な
型
の
商
品
流
通
が
行
な
わ
れ
て
い
た
地
域
の
ひ
ろ
が
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
型
の
商
品
流
通
は
現
象
的

に
は
人
口
に
劃
し
て
過
多
な
鎮
数
の
出
現
と
い
う
形
を
と
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
地
域
の
ひ
ろ
が
り
を
さ
ぐ
る
た
め
に
ま
ず
元
豊
九

四
川
地
域
の
諸
州
の
一
銀
あ
た
り
の
戸
数
を
計
算
し
(
表
W
J
K
の
似
の
部
分
〉
、

域
志
に
よ
っ
て
、

そ
の
分
布
を
地
園
上
に
ト
レ
ー
ス
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。

こ
の
分
布
園
(
園
E
一
縦
横
線
〉
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
昌
合
普
等
の
諸
州
を
中
心
と
す
る
一
定
の
地
域
性
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
地
域
性
は
あ
く
ま
で
北
宋
中
期
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
布
固
か
ら
出
護
し
て
よ
り
以
前
の
献
況
を
追
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求
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
手
つ
づ
き
を
と
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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〔表川〕 成都府路におけるー銀あたり戸数

太卒蜜字記 (a) 元墜九域志 (b)

j十l名 戸数 I (鋲数)I(戸襲あたり) 戸数 | 鎖数 |戸襲あたり
綿 37716 (問)l123149 27 4561 

関 20069 (15) (1338) 40214 15 2681 

局 46576 (10) (4658) 78927 10 7893 

!診 33980 ( 5) (6796) 72417 5 14483 

耳目 38497 (11) (3500) 80130 11 7285 

漢 58798 (15) (3920) 78540 15 5236 

威 6648 ( 0) 1669 。
盆 91878 (19) (4836) 168098 19 8847 

陵州監 25509 (14) (1822) 47328 14 3381 

空襲 512 ( 7) ( 73) 2612 7 373 

眉 62923 (18) (3496) 76129 18 4229 

雅 12561 ( 4) (3140) 22987 4 5747 

茂 326 ( 1) ( 326) 557 1 557 

嘉 28898 (17) (1700) 70546 17 4150 

〔表VIlJ梓州路におけるー鎖あたり戸数

太卒賓字記 (a) 元塑九域志 (b)

州名 戸数 ¥ (銀数)I(戸襲あたり) 戸数
懐安 13595 (10) 27325 

戎 5263 ( 2) (2632) 17019 2 I 8510 

果 29886 (35) ( 854) 52418 35 1498 

梓 63785 (40) (1595) 81171 40 2029 

途 38681 (30) (1289) 51187 30 1706 

渠 21795 (38) ( 574) 20804 38 547 

i口L 26210 (45) ( 582) 36634 45 814 

資 20829 (25) ( 833) 39465 25 1579 

庚安 21716 (29) ( 749) 25272 29 871 

普 14510 (32) ( 453) 29500 32 922 

祭 21715 (14) (1551) 16665 14 1190 

E目ヨ 13880 (38) ( 365) 34463 38 907 

溢・富順 4462 (18) ( 892) 46248 18 I 2569 

- 32ー
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〔表四〕 利州路におけるー銀あたり戸数

太 卒愛字記 (a) 元 堕 九 域 志 (b)

州名 戸数 I (鎮数)I(戸襲あたり) 戸数 | 銀数 |戸襲あたり
文 6451 ( 5) 1290 12108 5 2422 

輿元 17534 ( 9) 1948 57728 9 6414 

剣 15840 (17) 932 28245 17 1661 

関 33980 (27) 1259 44237 27 1638 

洋 11100 ( 1) 11100 59297 1 59297 

三泉 2190 ( 2) 1095 6341 2 3171 

蓬 22200 (31) 716 35808 31 1155 

巴 9572 (15) 638 31866 15 2124 

政 1532 ( 2) 766 15222 2 7611 

利 9709 ( 9) 1079 22179 9 2464 

輿 4759 ( 2) 2380 13244 2 6622 

〔表区〕 愛州路におけるー鎮あたり戸数

太卒 安 字記 (a) 元 堕 九 域宏、 (b)

州名 戸数 I (鎮数)I(戸襲あたり) 戸数 | 鎖数 |戸襲あたり
要・施 7087 ( 0) 30317 。
雲安 7800 ( 2) 3900 11078 2 5539 

開 11545 ( 2) 5773 25000 2 12500 

忠 18690 ( 2) 9345 35850 2 17925 

高 1899 ( 2) 950 20555 2 10278 

梁山 5354 ( 0) 12277 。
里今 3783 ( 6) 631 2848 6 475 

j食・南卒 19942 (23) 867 44696 23 1943 

大寧 2562 ( 1) 2562 6630 1 6630 

洛 12048 ( 2) 6024 18448 2 9224 

逮 12991 (37) 351 46641 37 1260 
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¥
 

一銀あたり戸数の分布から推測した内陸型のひろがり

*横線:北宋初太卒輿園年関

**縦 ・横線 -北宋中期元盟年間

〔園rrJ 

す
で
に
前
掲
の
統
計
表
V
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
四
川
地
域
と
り
わ
け
梓
州
路
地
方
に
お
い
て

は
宋
初
以
来
鎮
の
商
税
機
構
か
ら
の
排
除
が
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
政
策
の
背
景
に
は
、
宋
初
以
来
こ
の
地

域
で
も
豪
民
の
一
商
品
流
通
へ
の
直
接
的
な
干
興

の
篠
件
が
消
失
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
事
態
を

想
定
で
き
よ
う
。
し
か
も
、唐
末
以
来
の
自
衛
軍

圏
の
族
生
の
母
鐙
と
な
っ
た
諸
集
落
を
鎮
に
格

付
け
し
、
自
衛
軍
国
の
長
を
鎖
絡
に
任
命
す
る
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質と
的い
意う
味 藩
を 鎮
失の
つ政
て 策
L、t主
7こす
よで、

うに
で五
あ代
るの
か開
ら11に
、)貫

宋
代
の
鎖
数
は
宋
初
以
来
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

か
、
少
く
と
も
増
加
は
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
宋
初
の
太

卒
嚢
字
記
に
記
さ
れ
た
戸
口
数
を
元
豊
九
域
志

に
見
え
る
鎮
数
で
割
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
初

の
人
口
あ
た
り
の
鎮
の
分
布
朕
況
の
近
似
値
が

え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。



そ
の
特
性
を
失
い
な
が
ら
(
一
銀
あ
た
り
の
戸
数
を
た
か
め
な
が
ら
〉
、
そ
の
重
貼
を
東
か
ら
西
に
ず
ら
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
宋
初
か
ら
唐
中
期
に
む
け
て
、
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
逆
に
た
ど
る
と
こ
ろ
に
出
現
す
る
一
定
の
地
域
こ
そ
、
陳
子
昂
の
い
う
蓬

こ
の
二
つ
の
統
計
表
と
二
つ
の
分
布
圃
を
比
較
す
る
と
、
北
宋
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
以
上
の
よ
う
な
一
定
の
地
域
性
を
も
っ
た
地
域

が
そ
の
範
圏
を
縮
小
し
、

渠
果
合
迭
の
諸
州
で
あ
り
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
こ
れ
ら
諸
州
の
重
黙
が
や
や
西
に
移
っ
た
と
こ
ろ
に
出
現
す
る
の
が
意
君
靖
が
そ
の
勢
力

の
基
盤
と
し
た
合
州
昌
州
の
地
域
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
唐
末
宋
初
の
こ
の
地
域
の
鎮
の
内
部
構
造
と
機
能
と
を
知
る
手
が
か
り
の
一
つ
を
既
に
紹
介
し
た

諸
統
計
数
字
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
意
君
靖
が
刺
史
を
歴
任
し
た
普
・
合
・
昌
の
三
州
の
宋
初
の
一
鎖
あ
た
り
戸
数
は
表
刊
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
四
百
五
十
三
・
五
八
二
・
三
六
五
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
も
宋
初
の
各
州
の
主
戸
率
は
順
に
、
九
・
四
%
、
三
四
・
六
%
、

八
・
五
%
で
あ
る
か
ら
比
例
配
分
に
よ
る
と
、
普
州
の
一

鎖
あ
た
り
主
戸
は
四
十
三
戸
、
客
戸
は
五
百
十
戸
、
合
州
の
一
銀
あ
た
り
の
主
戸
は

二
百
一
戸
、
客
戸
は
三
百
八
十
一
戸
、
昌
州
の
一
鎖
あ
た
り
の
主
戸
は
三
十
一
戸
、
客
戸
は
三
百
三
十
四
戸
と
い
う
驚
く
べ
き
数
字
が
え
ら
れ

る
。
こ
の
時
期
の
こ
の
地
域
の
鎖
は
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
や
や
大
規
模
な
農
業
緊
落
が
一
定
の
商
業
的
機
能
を
あ
わ
せ
も
っ
た
も
の
と
推
定
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さ
れ
る
か
ら
、
純
粋
な
一
商
業
的
鎖
と
は
こ
と
な
り
、

銭
居
住
の
人
口
の
比
率
は
相
射
的
に
は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
主
戸

は
銀
内
に
ば
か
り
居
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
統
計
を
基
本
的
に
信
用
す
る
か
ぎ
り
、

鎮
の
主
戸
の
数
は
極
め
て
少
数
で
あ
っ
た
と

考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
か
れ
ら
が
土
豪
大
族
と
し
て
、
匪
倒
的
多
数
の
客
戸
と
劉
抗
し
て
、
こ
の
地
域
の
日
常
的
武
力
衝
突
の
な

か
で
そ
の
勢
力
を
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
銀
を
基
礎
と
す
る
一商業

・
交
通
網
の
主
盤
的
保
持
が
必
須
の
要
件
と
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
各
鎖
に
ち
ら
ば
る
土
豪
大
族
の
開
の
ほ
と
ん
ど
パ
ー
ソ
ナ
ル
と
も
表
現
す
べ
き
人
的
関
係
の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
が
そ
れ
を
支

(

M

)

 

え
て
い
た
と
す
る
想
定
が
こ
こ
に
成
立
し
よ
う
。
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こ
の
よ
う
な
歴
史
的
過
程
と
か
ら
ん
で
成
立
し
た
こ
の
地
域
の
主
戸
客
戸
制
度
は
、
か
つ
て
筆
者
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
要
州
路
諸
州
の

そ
れ
が
、
少
数
民
族
社
曾
の
蟹
貌
そ
の
も
の
の
結
果
と
し
て
、
少
数
民
族
民
の
有
力
者
を
主
戸
と
し
そ
の
一
般
成
員
を
客
戸
と
し
て
成
立
し
た
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の
と
も
こ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
山
地
が
ち
で
第
働
過
程
に
お
け
る
自
立
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
開
設
が
。
四
川
内
陸
型
。

の
日
常
的
武
力
緊
張
の
中
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
逃
亡
戸
の
小
経
営
自
立
が
祉
舎
的
に
抑
座
さ
れ
る
と
い
う
朕
況
の
中
で
成
立
し
た
四

川
地
域
の
客
戸
制
度
の
今
ひ
と
つ
の
典
型
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お

わ

り

晴
唐
時
代
の
は
じ
め
に
は
、

四
川
地
域
は
あ
る
場
合
に
は
眠
萄
と
巴
漢
か
ら
な
る
と
観
念
さ
れ
、
あ
る
場
合
に
は
三
川
地
域
と
し
て
、
地
形

的
ま
と
ま
り
と
劃
庭
し
た
一
定
の
地
域
と
観
念
さ
れ
、

四
川
地
域
と
し
て
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
必
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ

た。
宋
代
の
四
川
地
域
は
そ
の
な
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
い
わ
ば

E
地
域
と
し
て
の
四
路
を
含
み
も
つ
一
定
の
地
域
的
ま
と
ま
り
を
形
成
し
た
よ
う
に
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見
え
る
。
本
稿
で
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
利
州
路
の
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
こ
こ
で
い
う
ク
山
南
ル
l
ト
タ
の
存
在
で
あ
り
、
要
州
路
の
場

合
の
そ
れ
は
ゥ
長
江
ル

l
ト
。
の
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
梓
州
路
の
地
域
性
を
構
成
す
る
按
と
な
っ
た
の
は
こ
こ
で
い
う
。
内
陸
型
少
の
諸

要
素
で
あ
り
、
こ
れ
ら
全
て
の
要
素
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
地
域
の
中
心
と
し
て
の
機
能
を
新
し
い
地
域
紋
況
に
封
躍
し
て
再
構
成
し
え
た
の

が
成
都
府
路
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
宋
代
の
四
川
地
域
は
こ
う
し
た
四
路
が
そ
れ
ぞ
れ
の

E
地
域
性
を
獲
得
す
る
動
き
そ
の
も
の
を
内
容

と
し
て
、
全
世
と
し
て
の
そ
の
地
域
性
を
形
成
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

四
川
地
域
の
軍
事
力
の
構
造
と
そ
の
鑓
質
の
あ
り
方
は
こ
う
し
た
地
域
性
の
問
題
と
密
接
に
関
係
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
直
接
的
に
反
映
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
唐
初
に
お
け
る
四
川
の
軍
事
構
造
を
規
定
し
て
い
た
の
は
、
中
園
祉
曾
全
曲
匝
と
の
か
か
わ
り
で
云
え
ば
、
中
原
と
四

川
、
四
川
と
少
数
民
族
地
域
と
い
う
三
段
階
構
造
で
あ
り
、

し
て
い
た
の
が
圏
結
兵
の
制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
P

四
川
濁
自
の
内
的
要
因
の
上
に
立
ち
な
が
ら
も
こ
う
し
た
構
造
に
典
型
的
に
封
雁

四
川
に
お
け
る
圏
結
兵
の
制
度
は
、
兵
力
徴
護
機
構
の
底
に
郷
里
の
豪
族
の
民
衆
に
射
す
る
直
接
的
規
制
力
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ



れ
る
貼
及
び
軍
事
力
の
塵
倒
的
部
分
を
そ
れ
が
措
っ
た
と
い
う
黙
で
嘗
時
の
華
北
の
土
圏
兵
・
固
結
兵
と
は
異
っ
た
原
理
の
上
に
立
つ
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
八
世
紀
半
ば
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
、
吐
蕃
・
南
詔
と
の
緊
張
に
よ
る
北
方
職
業
兵
の
導
入
を
契
機
と
し
て
、
園
結

兵
の
職
業
兵
化
が
す
す
む
が
、

そ
れ
は
他
方
で
、
こ
の
よ
う
な
圏
結
兵
存
立
の
基
盤
の
空
洞
化
と
も
割
腹
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
圏
結
兵
の
制
度
が
、
四
川
の
漢
入
居
住
地
域
に
お
い
て
は
最
初
成
都
府
で
の
み
願
在
的
に
機
能
し
た
の
に
劃
し
て
、
少
数
民
族

居
住
地
域
及
び
、
漢
族
と
少
数
民
族
の
居
住
地
域
の
接
結
と
な
っ
た
地
域
で
は
、
基
本
的
に
は
少
数
民
族
吐
禽
の
軍
事
的
結
集
力
に
基
礎
を
お

い
た
佳
民
皆
兵
的
な
軍
事
力
が
成
立
し
て
い
た
。
そ
れ
は
唐
代
四
川
の
進
境
防
衛
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
軍
事
力
形
成
の
基

礎
に
は
嘗
一
該
少
数
民
族
社
舎
の
漢
化
過
程
が
あ
り
、
そ
の
一
層
の
進
行
に
よ
り
、
唐
末
に
は
こ
の
よ
う
な
基
礎
が
崩
壊
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

雨
様
の
園
結
兵
の
制
度
が
四
川
の
中
心
部
と
外
部
進
境
に
成
立
し
た
の
に
射
し
、
内
陸
部
、
内
な
る
羽
環
境
に
お
い
て
は
、
先
進
地
域
の
吐
禽

的
関
係
の
襲
化
に
起
因
す
る
大
量
の
逃
亡
戸
が
集
中
し
、
地
域
の
有
力
者
た
ち
が
相
互
の
連
係
を
つ
よ
め
な
が
ら
か
れ
ら
を
吸
牧
す
る
過
程
で

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
義
軍
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
た
意
君
靖
軍
国
の
地
域
的
配
置
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
内
陸
地
域
で
の
奥
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小
規
模
な
自
衛
義
軍
の
族
生
が
み
ら
れ
た
。

型
的
な
軍
事
力
構
成
と
言
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
意
君
靖
軍
国
成
立
を
支
え
た
地
域
性
の
ひ
ろ
が
り
を
唐
末
に
お
け
る
こ
の
地
域
の
鎮
の

性
格
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
確
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
軍
事
カ
構
造
は

E
覗
的
に
見
れ
ば
、
内
陸
部
に
お
け
る
義
軍
型
軍
事
力
の
形
成
と
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
圏
結
兵
原
理
の

饗
質
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

註(
1
)
ω
拙
稿
「
唐
宋
愛
革
期
に
お
け
る
四
川
成
都
府
路
地
域
社
舎
の
愛
貌
に

つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
お
の
2
)
に
お
い
て
は
、
成
都
府
路
内
の

地
域
性
の
問
題
を
あ
つ
か
っ
た
た
め
、
成
都
府
と
窃
州
・
影
州
・

漢

州
・
簡
州
の
四
州
を
別
枠
に
あ
つ
か
っ
た
が
、
本
稿
で
は
よ
り
E
観
的

な
立
場
か
ら
一
括
し
て
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

ω一俊
安
寧
の
戸
数
は
太
卒
蜜
字
記
の
記
載
に
よ
り
(
以
下
典
鍛
同
じ
)
、
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各
時
期
の
簡
州
に
加
算
し
て
い
る
。

ω戎
州
の
貞
淑
の
戸
数
は
あ
ま
り
に
過
大
で
あ
る
の
で
、
そ
の
開
元
の
戸

数
で
お
き
か
え
た
。

川刊庚
安
寧
の
戸
数
は
合

・
果

・
渠
の
三
州
に
等
分
し
て
加
算
し
て
い
る
。

ω畠
州
の
戸
数
は
泌

・
普

・
漁

・
合
・

資

・
殺
の
六
州
に
等
分
し
て
加
算

し
て
い
る
。

ω富
順
監
の
戸
数
は
櫨
州
に
加
算
し
て
い
る
。

明
三
泉
Mm
と
西
豚
の
戸
数
は
梁
州
(
興
元
府
〉
に
加
算
し
て
い
る
。

的
集
州
と
壁
州
の
戸
数
は
巴
州
に
加
算
し
て
い
る
。

川町雲
安
寧
と
大
寧
監
の
戸
数
は
製
州
に
加
算
し
て
い
る
。

帥
施
州
の
太
卒
興
園
の
戸
数
は
歓
け
て
い
る
の
で
そ
の
天
賓
の
戸
数
を
流

用
し
た
。

帥
梁
山
軍
の
戸
数
は
鴎
州
に
加
算
し
た
。

川判
決
州
の
貞
槻
の
戸
口
は
倣
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
開
元
の
戸
を
流
用
し

た
。

同
淫
州
の
開
元

・
天
賓
の
戸
数
は
あ
ま
り
に
過
大
で
あ
る
の
で
、
数
字
の

傾
向
の
よ
く
似
た
漁
州
の
戸
数
で
お
き
か
え
た
。

(
2
〉
こ
の
時
期
の
四
川
の
戸
口
統
計
の
数
字
の
も
つ
問
題
貼
に
つ
い
て

は
、
梁
方
仲
「
中
園
歴
代
戸
口・

田
地

・
回
賦
統
計
』
(
上
海
人
民
出
版

社
)
参
照
。
梁
氏
が
必
ら
ず
し
も
言
及
し
て
い
な
い
問
題
貼
も
多
い
。
た

と
え
ば
元
和
郡
豚
困
志
巻
三
十
三
の
梓
州
の
項
に
、
開
元
戸

一
蔦
五
千
四

百
七
十
八
・
郷
二
十
六
、
元
和
戸
六
千
九
百
八
十
五
・
郷
一
百
十
六
と
あ

る
の
は
、
原
史
料
の
虫
喰
い
等
の
理
由
を
想
定
し
て
、
開
元
郷
数
を
百
二

十
六
あ
る
い
は
百
十
六
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
同

様
の
理
由
で
開
元
戸
を
五
寓
五
千
四
百
七
十
八
程
度
に
訂
正
す
べ
き
ょ
う

に
思
わ
れ
る
な
ど
、
細
か
く
見
て
ゆ
く
と
、
個
々
の
統
計
数
字
に
は
検
討

を
要
す
る
様
々
の
問
題
が
あ
る
。
本
表
で
は
そ
の
ご
く
一
一
部
に
つ
い
て
は

そ
の
理
由
を
注
記
し
て
改
訂
し
た
が
大
部
分
の
数
字
は
そ
の
ま
ま
使
用
し

て
い
る
。
本
章
で
提
起
す
る
巨
視
的
な
問
題
の
楚
理
の
た
め
に
は
あ
る
程

度
の
数
字
の
あ
や
ま
り
は
許
容
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

(

3

)

唐
曾
要
各
七
十
三
挑
州
都
督
府
。

(

4

)

松
井
前
掲
論
文
。
し
か
し
松
井
氏
が
こ
こ
で
、
諸
書
の
記
録
が
一
致

し
て
い
る
成
都
圏
結
品
目
の
兵
数
一
高
四
千
を
一
高
四
百
に
校
訂
さ
れ
て
い

る
の
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

(

5

)

た
と
え
ば
挑
州
二
千
三
百
を
三
百
に
、
南
江
軍
二
千
を
三
百
に
、
そ

れ
ぞ
れ
奮
唐
書
に
よ
っ
て
改
訂
。

(

6

)

松
井
氏
は
こ
の
史
料
に
つ
い
て
文
章
が
十
分
に
誠
み
難
い
と
し
て
西

山
地
域
へ
の
効
卒
の
波
遣
の
み
に
注
意
さ
れ
て
い
る
が
、
重
要
史
料
で
あ

る
の
で
あ
え
て
試
謬
を
試
み
た
。

(

7

)

拙
稿
「
宋
代
目
川
袈
州
路
の
民
族
問
題
と
土
地
所
有
問
題
」
(
『
史

林
』
日
の
1
)
参
照
。

〈

8
)

「
唐
代
後
牢
期
の
四
川
|
|
官
僚
支
配
と
土
豪
層
の
出
現
を
中
心
と

し
て
|

|
」
(
『
史
皐
雑
誌
』

η
の

mv

(

9

)

元
和
郡
勝
園
志
に
お
け
る
四
川
地
域
の
戸
口
統
計
の
性
格
に
つ
い
て

は
、
同
士山序
、
沓
唐
書
巻
十
四
怒
宗
本
紀
上
元
和
二
年
十
二
月
己
卯
僚
、

同
書
巻
十
六
穆
宗
本
紀
元
和
十
五
年
十
二
月
篠
等
を
参
照
。

(
叩
〉
資
治
通
鑑
径
二
百
四
十
四
・
太
和
四
年
冬
十
月
戊
申
僚
。

(
日
)
日
野
開
三
郎
『
唐
末
五
代
宋
初
自
術
義
軍
考
・上
位
胴
』
(
一
九
八
四
)
。

(
ロ
)
章
君
靖
建
永
昌
楽
記
に
つ
い
て
は
、
日
野
開
三
郎
『
支
那
中
世
の
軍

関』

(
一
九
四
二
)
、
「
唐
章
君
消
碑
の
態
管
諸
銀
築
節
級
に
つ
い
て
の
一
考
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察
」
(
一
九
六
一
・
日
野
論
集

I
所
枚
〉
お
よ
び
前
掲
書
。
栗
原
盆
男
「
唐

末
の
土
豪
的
在
地
勢
力
に
つ
い
て
」
(
『
歴
史
皐
研
究
』
二
四
三
〉
。

(
日
〉
梅
原
郁
「
宋
代
地
方
小
都
市
の
一
面
|
|
鎮
の
繁
遜
を
中
心
と
し
て

|
|
」
(
『史
林』

4
の
6
Y
た
だ
し
、
梅
原
氏
が
そ
の
論
嬢
と
し
て
か
四

川
の
鎮
の
多
く
は
文
献
遁
考
に
い
う
「
内
地
の
壮
盈
に
倍
す
る
小
量
」

(
巻
十
四
征
様
〉
が
こ
れ
に
相
嘗
し
云
々
。
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
黙
に
は

問
題
が
あ
る
。
原
文
は
。
按
天
下
商
税
、
惟
四
局
濁
重
。
雑
費
戎
開
小

量
、
其
数
亦
倍
葎
於
内
地
之
枇
郡
。

然
曾
要
言
四
萄
所
納
皆
餓
銭
、
十
繍

及
銅
銭
之
一
。
則
数
回
雄
多
、
而
所
取
亦
未
震
甚
重
々
で
あ
り
、
一
商
税
額

に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。

(
リ
H

)

梅
原
稿
「
宋
代
の
地
方
都
市
」
(
『
歴
史
数
育
』

M
の
ロ
)
が
成
都
地

域
の
銀
と
酒
務
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の
黙
と
関
連

し
て
注
目
に
値
す
る
。
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THE SOCIAL CHANGES IN THE SICHUAN REGION IN THE

　　　　

TANG AND THEIR DISTINCTIVE CHARACTER

Satake Yasuhiko

　　

In the present study l show that though the Sichuan region funda-

mentally constitutedan autonomous economic sphere in the Tang dynasty,

the relations with the outside world both by river and by land grew

stronger as time passed； especially the relations with Central China by

the waterways of the Yangzi River system made ａ great impact on the

region. I study the processes whereby these outside influences　were

assimilated and their special features mainly from the point of view of

the changes that occurred in the structure of militarypower in the region.

l investigate the　distinctive　system of　tlULTぴie-bing　團結兵that was

established in the Sichuan region in the　Tang and the process of its

breakdown, the special characteristicsand the transformation of the 砲71ぷ昭

壇T and zidi-bing子弟兵armies which were based on ａ society of

partiallySinicized aboriginals,and the unique features of the structure of

the military power of the regional government 藩銅, which, its army

consisting of mercenary soldiers,was premised on the settlement ofａlarge

number of vagrants in the interior of Sichuan and the ｅχistenceof ａ

commodity economy lead by the Sichuan local magnates.

　　　　　　　

THE SCHOLARSHIP OF ＴＨＥ,ＦＵＳＨＥ復祗

　　　　　　　　　　　　　　　

INOUE Susumu

　　

The

　

establishment

　

of

　

the Ｆｕｓｈｅ　does　not　merelv　constitute　the

closing scene of the history of the late Ming partisan incidents ； it is

worthy of our　attention also because it fostered ａ large number of

excellent scholars active during the early Qing. Thｅ Ｆｕｓhedefined itself

initially as ａ scholarly movement that strove for the revival 0f“ ancient

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－


